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01．再会








　朝からやけに騒がしいと思っていた。

　出社していた女性社員の服装がいつもよりも小綺麗だということに気づいたのは、朝礼の前に彼女たちがはしゃいでいたからだ。朝礼が始まり部長とともに入ってきた男性の姿に、それまで騒いでいた女性陣が一気に静かになる。

「柏かしわ原ばら孝こう士し郎ろうです。本日からお世話になります。よろしくお願いいたします」

　部長から紹介を受けて深く頭を下げた彼は、海外支社から異動してきたエリートだ。

　姿勢よくみんなを見回す彼の表情は自信に満ち溢れている。

　精悍な顔立ちの彼は短めの黒髪がよく似合っていて真面目さと爽やかさの良いバランスだ。なのにどこか色気もあるのがずるい。エリートでしかも社長の息子。さらにはイケメンときたら女性社員が色めき立たないわけがない。

　その中できっと秋あき山やま莉り緒おだけが、呆然と彼を見ていたに違いない。

　みんなが憧れの視線を向けている彼の顔をよく知っているからだ。

　柏原孝士郎は約六年前、莉緒が二十二歳の時に付き合っていた相手だ。

　孝士郎が社長の息子だったなんて莉緒はまったく知らなかった。そのことにも驚いたが、元カレが職場に現れた驚きのほうが大きい。

　当時莉緒は大学生で、バイト先だったカフェの常連だったのが孝士郎だ。スーツ姿がよく似合っていて、今よりももう少し幼い顔立ちをしていたが今も甘いマスクなのは変わらなかった。

　当時、孝士郎と付き合ったきっかけは莉緒の一目惚れだった。

　カフェで何回か会話をするようになって、玉砕覚悟で告白をしたらまさかのオッケーをもらえた。彼は社会人で忙しいにも関わらず時間を作ってくれてデートをした。

　孝士郎の顔を見たら一気にたくさんのことを思い出してしまう。

　どれだけ彼に憧れて、好きだったのかを。

　片想いから恋が実った喜びは今でもはっきりと覚えている。

　一目惚れから始まった恋は、孝士郎と二人きりの時間が増えるほど徐々に彼のことを好きになっていった。大学生の莉緒からすると彼はずっと大人に見えて、デートでのエスコートや食べたことのないレストランでの食事にいちいち感動していた。仕事が忙しくなるまでは連絡もマメにとってくれていたし、優しくて大切にされていると感じることができた。

　けれど彼の仕事が忙しくなるにつれ一緒にいられる時間が減り、まだ若かった莉緒は我儘になってしまった。最終的には呆れられたのだろう、結局忙しいことを理由に振られてしまった。

　別れたあとは長い間引きずっていたし、しばらくは孝士郎のことを好きなままだった。それから今まで、彼氏ができたことはあったが孝士郎ほど好きになれた人はいなくて、長続きはしなかった。

　さすがに孝士郎とまた会うことはないだろうと思っていた。

　まさか職場で再会することになるなんて。

　

　朝礼が終わり、孝士郎は部長に連れられてどこかへ行った。

　入社や異動してきた人は最初に研修を受けたりするので、おそらくその類だろう。彼の姿が見えなくなってほっとしたと同時に、女性社員が一気に騒ぎ始める。

「え、かっこよすぎない？　想像以上なんだけど」

「あれはさすがに彼女いるよね……」

　様々なことを好き勝手に言っている。莉緒自身も気にならないわけではないけれど、気にしたら負けだ。

「絶対お近づきになりたい！」

「私、歓迎会のお店探しておく！」

　こういう時の団結力はすごい。女性陣は仕事もそっちのけに、パソコンで歓迎会のためのお店を吟味していた。

　一方で莉緒は強がりでもなんでもなくそれどころではない。

　新卒から営業部に配属されてもう六年。中堅クラスに入り、仕事は増えた。

　営業という職種が合うのか、営業成績も良く取引先からは可愛がられている。ただし、担当する取引先が増えすぎたせいで今は仕事をたくさん抱えていて、朝から夜まで忙しく、残業必須の日々だ。

　

　あっという間に午前中を終え、ランチで外に出かける。自炊をほとんどしない莉緒にとって、毎日のランチは楽しみのひとつだ。今日は近場のタイ料理屋でカオマンガイを食べた。午前中の仕事の疲れが癒され、午後への活力になる。

　ご機嫌でオフィスに戻ると、莉緒の隣の席には孝士郎が座っていて動揺する。莉緒の隣の席は空席だったが、どうやら孝士郎の席になってしまうらしい。

　席に着くとさっそく孝士郎が莉緒のほうを向く。

「柏原です。よろしくお願いします」

　孝士郎は莉緒と目を合わせても少しも驚いている表情は見せない。もしかして元カノである莉緒に気づいていないのだろうか。

「……秋山です。よろしくお願いします」

　彼が気づいていないならと、莉緒も知らない振りをして頭を下げた。

「柏原さんには、私の担当している取引先を振りわけると聞いています。先ほど会議室を設定しましたのでご参加お願いします」

「はい、わかりました」

　隣の席に座った孝士郎はなんでもない表情でパソコンを開き、慣れた手つきでキーボードを操作する。彼は莉緒よりも四歳年上だったはずなので、今は三十二歳だ。出会った当時から仕事をがんばっていたし、海外でまで働いていたということはキャリアは相当だろう。

　社会人としての彼にも憧れていたので、彼の仕事ぶりも気になるところだった。

　

　会議は二時から設定していたが、時間になる前に莉緒は席を立った。

　会議室があるのは自社ビルの二十五階だ。そこまで一緒に行くのはどうも気まずい。莉緒は先に会議室に行き、一人で仕事をしながら彼を待った。

　会議時間の二分前に孝士郎が現れ、莉緒の正面に座った。

「お疲れさまです」

　四人用の小さな会議室に二人きりというのは妙に緊張する。でも彼は莉緒のことを忘れているようだし、緊張している場合ではない。

「お疲れさまです。ではさっそく……」

「久しぶり」

「……え」

　突然のセリフに、莉緒は顔を上げて孝士郎に視線を向ける。彼は先ほど挨拶をした時のようなよそよそしい表情ではなく、柔らかい笑顔を見せていた。

　莉緒が呆然としていると彼は怪訝そうな表情に変わる。

「あれ？　俺のこと忘れた？」

「……ううん、覚えてる」

　なんだ、孝士郎も覚えていたんだ。

　莉緒はなんとなくほっとしていた。うれしい、という感情に近いのだろう。

「まさか同じ会社で働くなんて思わなかったよ。よろしくな、先輩」

「せ、先輩なんてやめてよ」

　孝士郎は莉緒よりも年上で、しかも海外で働いていた御曹司に『先輩』と言われてしまうと冗談だとしても焦ってしまう。

「営業部では先輩だろ。がんばってるらしいじゃん、秋山さん」

　昔は『莉緒』と呼び捨てにしていた声が、苗字でしかも『さん付け』されると距離を感じる。別れたのだから当たり前のことだろうけれどほんの少し胸が痛んだ。

「柏原さんこそ、御曹司だとは思いませんでした」

　仕返しではないが、莉緒もあえて苗字で呼び返す。

「あえて言うことでもないだろ？　それにあの頃は親父の会社に長く居るかわからなかったし」

　確かに聞いてもいないのにわざわざ「俺社長の息子なんだ」と言ってくる人はどうかと思う。それに、当時大学生だった莉緒に孝士郎は仕事の話をあまりしなかった記憶がある。莉緒にはわからない話だと思っていたのかもしれないけれど、孝士郎のことを何でも知りたいという莉緒の気持ちはもどかしかったのはよく覚えていた。

「それにしても、秋山さんの顔見たらいろいろ思い出したよ。懐かしいな」

　彼は目を細める。今見てもやっぱりかっこいい。

　最初は一目惚れだったので、見た目の良さはよくわかっていたつもりだ。でも今日女性社員が騒いでいるのを見て、改めてわかった。

　整った顔立ちに、男らしい顔つき、爽やかさもあり誠実そうにも見える。

　莉緒と別れてからも、いろんな女性と付き合っていたに違いない。自分だって彼氏がいたことがあるのになぜか心がもやもやした。

「秋山さんはきれいになったよな」

「えっ」

「付き合ってた時は秋山さんが大学生だったから、当たり前か。大人になったなぁ」

「……なんか親戚のおじさんみたいですね」

　莉緒は胸の鼓動を誤魔化しながら視線をそらす。

「うわ、それはショックだ」

　大げさに頭を抱える孝士郎を見て、少し子どもっぽい部分もあるんだとあの頃では気づかなかった一面に笑ってしまった。すると孝士郎も一緒に笑い始める。こうやって話していると、六年前に戻ったみたいだ。

「で、元気してた？」

　孝士郎の目は優しく莉緒を見つめる。なんだか落ち着かなくて莉緒はパソコンに視線を落とした。そこで思い至る。忘れかけていたけれど、今は会議中だ。

「……そろそろ仕事の話しましょうか」

「あー、はいはい」

　会議室は一時間確保しているが、会議というのはあっという間に時間が過ぎる。さすがに本題に入らないとまずい。莉緒は気を取り直して、パソコンで資料を開き、会議室のスクリーンに表示させた。

「こちらが、私が担当している取引先一覧です」

　莉緒が担当しているのはざっと五十社はある。ほとんどやりとりのない取引先もあるが、仕事に一生懸命になっていたらいつの間にかここまで増えていた。

「多いですね」

　孝士郎の口調が戻り、ほんの少し寂しくなる。

「みんな大体四十社以上は担当していますね」

「まあ、そういうものか……」

　孝士郎は真剣な顔をしてスクリーンを見ていた。その表情は先ほど雑談していた時とは違う、仕事の顔だ。昔、莉緒が知りたいと思っていた顔だった。

「……柏原さんには、このうち、まず五社を引き継ぎします。その後さらにお願いすることになるか、新規でお願いするかは私にはまだわかりません」

「了解です」

　なんだか孝士郎と仕事の話をしているという状況が不思議でしょうがない。しかも莉緒のほうが説明をする立場というのも混乱する。それに、ところどころで彼との思い出が頭をよぎり、集中できない。一緒に仕事をするのはなかなか大変そうだ。

「明日から本格的に引継ぎをしていきますが、取引先に出向いて挨拶回りもあるのでよろしくお願いします」

「はい」

　挨拶回りをする時は二人で外出することになる。なんとなく今から気が重い。

「そうだ。名刺はありますか？」

「ああ。あります。はいどうぞ」

　孝士郎は胸元のポケットから名刺入れを取り出し、一枚莉緒に差し出す。

「いえ、別にいらないんですけど……」

　なんとなく受け取ると、莉緒もよく見慣れたデザインの名刺だ。けれど一つだけ気になる表記があった。

「……役員？」

「ああ、一応」

　孝士郎の名前の上には『営業部』の上部に『役員補佐』と記載されていた。彼は営業部だけでなく、役員の仕事も受け持っているらしい。

「営業だけじゃないってことですか？」

「表記通り、補佐ですよ。たまに手伝う程度です。今のメインは営業なので」

「……そうですか」

　よくわからないけれど社長の息子なりの業務内容なのだろうか。部署をいったりきたりは大変そうだ。

「えーと、名刺があるなら大丈夫そうですね。じゃあ今から引き継ぐ取引先について細かく説明していきます」

　莉緒は用意した資料を孝士郎にデータで渡し、一つずつ説明していく。

　孝士郎の父親が社長であるこの会社は老舗の総合商社だ。現社長が二代目になるらしい。大手なだけあって、取り扱っている商品も多いので、一人当たりの取引先の多さから見ても多忙を極めている。外回りも多い営業部に人員追加は助かるのだが、その人員が元カレかつ御曹司というのは少し抵抗が残る。

　一通り説明を終えると、パソコンをパチパチと操作していた孝士郎は息を吐いて顔を上げた。

「秋山さんの説明、わかりやすいですね」

「……そうですか？」

「昔は早口で説明なんて苦手だったのに、成長したな。って言うとまたおじさんとか言われるんだろうな」

「もう言いませんよ」

　急に褒められて、顔には出さないけれどうれしかった。

「説明はこれくらいです。明日から忙しくなると思いますが、仕事仲間としてよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　時間はぴったり一時間だ。会議室は取るのが難しいほどいつも時間カツカツに予約が入っているので時間厳守だ。莉緒たちはすぐに会議室を出た。

　エレベーターホールで立ち止まる。

「あの、私ちょっと寄るところがありますので……」

「了解です。先に行ってますね」

　孝士郎は笑顔で先にエレベーターに乗り、莉緒はそれを見送ってから息を吐いた。

　寄るところがあるのは嘘だ。

　孝士郎と二人きりでエレベーターに乗る気にはなれなかったから嘘を吐いた。仕事をしている時ならなんとか自分の気持ちを誤魔化せるけれど、それ以外の時間は二人になるのは避けたい。

　なんでもない顔で思い出話をする彼にも腹が立つし、諦めたと思っていた気持ちが顔を出しそうで、怖い。

　少し遅れてフロアに戻ると、さっそく女性陣が孝士郎のもとへ群がっていた。関わらないようにと莉緒はこっそりと自席に戻る。

「歓迎会やろうと思うんですけど、都合悪い日ありますか～？」

「ありがとうございます。俺はいつでも大丈夫ですよ」

「わかりました！　じゃあ今週の木曜日空けておいてくださいね！」

　早い。さっそく日程が決まってしまったらしい。きっとお店ももう決まっているんだろう。

　案の定、そのあとすぐに営業事務の女性から営業部全員へメールが送られてきた。歓迎会の詳細だ。仕事の早さに驚くばかりだ。

　時間は七時から、場所は会社近くのバル。

　残業にならなければいいが、おそらく莉緒は遅れての参加になりそうだ。元カレの歓迎会なんて気まずいものは不参加にしたいところだが、引き継ぎをお願いする身なので参加しなければ体裁が悪い。少し考えてから莉緒は『参加』と返信をした。

　

　明日から本格的に孝士郎と一緒に仕事をしていくにあたって、クライアントごとの詳しい資料を見直しつつスケジュールを立て、自分の仕事もこなしていたら定時はあっという間に過ぎ、八時を超えた。この時間になってくるとフロアには人はほとんどいなくなる。いつもなら疲れているうえに寂しいけれど今日は隣にまだ孝士郎がいる。異動初日から残業なんて大変だなと思いつつ、フロアに一人ではないだけで心強い。仕事に集中しているおかげか雑談をすることもないので気が楽だった。

　さすがに月曜日から深夜残業はしたくないので、莉緒は八時半頃に席を立った。孝士郎はまだ帰る様子がない。さすがに声をかけるしかなかった。

「お先に失礼しますけど……大丈夫ですか？」

「はい。俺ももうすぐ帰るんで」

「そうですか……お疲れさまです」

「あ、秋山さん」

　荷物を持って帰ろうとしたところで孝士郎に呼び止められる。

「どうしましたか？」

「連絡先教えてもらっていいですか？」

　一瞬、思考が固まった。

「あの、今後外回りとかで連絡する機会増えるかなって」

「……あ、はい。そうですね」

　そういうことか、と頭を切り替えた。こんなことでいちいち動揺している自分が嫌だ。彼はもうただの仕事相手として接してくるのに。

　莉緒は動揺の残る手でカバンからスマホを取り出した。あいにく社用携帯がないため自分のスマホだ。友だちと交換する時のように、電話番号とメッセージアプリのＩＤを交換した。あれだけ覚悟をして消したのに、再び自分のスマホに彼の連絡先が入った、という現実がうまく飲み込めない。

「ありがとうございます。じゃあ、お気をつけて」

「はい。……お疲れさまです」

　戸惑ったまま莉緒はフロアを出た。

　再会に動揺しているのは莉緒だけなのかと悔しくなる。

　別れてから、ああすればよかったこうすればよかったと後悔ばかりで、ようやく忘れられるようになったのに。

　

　

　次の日から、朝から夜までほぼ孝士郎と仕事をすることになってしまった。引継ぎをお願いするのだから当たり前だけれど、毎日憂鬱だった。女性社員からは「いいなあ」とうらやましがられることが何度もあった。そのたびに莉緒は代わってほしい、と言いたい気持ちを抑えた。孝士郎のことを嫌いになったわけではないから余計に苦しい。

　そのせいか今週はやけに長かった。ようやく木曜日だ。

　けれど木曜日はさらに憂鬱なイベントがある。どうせなら金曜日にやってくれればよかったのに、幹事女性に予定が入っていた都合らしい。

「お疲れ様でーす！　みなさん後ほど～」

　定時ぴったりに幹事たちは席を立ちフロアを出て行く。それを見届けつつ莉緒はパソコンに向き合ったままだ。お店は会社から徒歩十分ほどのところなのでみんなギリギリまで仕事をして、徐々にフロアの人が減っていく。主役の孝士郎も六時半を回ったところで席を立った。

「あれ、秋山さんは行かないんですか？」

　支度を終えた孝士郎は異動初日の夜とは反対に莉緒を見下ろす。

「……あーまだ仕事が残ってるので」

　嘘ではない。莉緒が毎日残業していることは孝士郎もわかっているはずなので怪しまれることもないだろう。

「秋山さん担当のクライアントですか？　俺手伝いましょうか」

「そんな、主役に手伝わせるなんてできないです」

　手伝わせるイコール歓迎会に遅刻するということになる。そんなことをさせてしまったら歓迎会を楽しみにしていた女性たちから非難されるに決まっている。

「私は大丈夫です。いつも少し遅れるので」

「わかりました。でもちゃんと来てくださいね。俺の歓迎会」

「……わかってますよ」

　笑顔でずるい言い方をする。

「ではまたあとで」

　孝士郎は笑って莉緒に手を振った。

　心の動揺に気づかれないように必死に平静を装っていたが、同僚としての彼にまだ慣れない。

　

　思いのほか仕事が立て込んでいたうえに終わりにしようと思っていたところでクライアントから電話がかかってきてしまったため、一時間ほど遅れてお店へ向かことになった。

　地図を見ながらたどり着いた店の中へ入ると雰囲気の良いバルだった。うるさすぎない程度に店内はほどよくざわついている。照明も暗すぎず明るすぎずでちょうどいい。

　幹事である営業事務の女性はこういうお店選びが上手で、いつも彼女にお任せしてしまう。今回も彼女は張り切ってお店を探してくれたみたいだ。

「すみません遅れました」

「あ、秋山さんお疲れ様でーす！」

　すでに盛り上がっている様子だ。

　主役である孝士郎は、ど真ん中に座らされていた。四方八方を女性陣で固められている光景にはさすがに驚いてしまった。莉緒は一番端に座り、生ビールを注文した。

「お疲れー。……なあ、柏原さん人気すぎないか？」

　席についたとたん、男性社員の古こ賀ががテーブル中央の光景を見ながらぼやいた。莉緒ももちろん頷く。

「ね。びっくりした」

「確かにイケメンだしエリートだけどなあ」

　今週から来たばかりの孝士郎が女性陣にモテモテなのが男性として納得いかないようだ。恐らく、今まで彼があのポジションにいたから余計に気になるのだろう。古賀は莉緒の同期で、営業部のエース的存在でもある。仕事ぶりはみんなから信頼されているし莉緒も同期ながら尊敬している。見た目も爽やかなスポーツマンといった感じで入社当時から女性社員からは人気があった。

「まあまあ。古賀くんの時代は終わったんじゃない？」

「ひでえ！」

　彼は大げさに悲しんで見せる。

「でもまあ疲れそうだし、これからは柏原さんにバトンタッチしたら？　彼女いるんだしいいでしょ」

「……まあな」

　莉緒が笑いながら肩を叩くと、彼はふてくされた表情を浮かべながらも頷いた。そんなに女性にモテたいのかと思ってしまう。莉緒には理解できないが、女性陣の真ん中にいる孝士郎がうれしそうな顔で笑っているので、そういうものなのだろう。

「御曹司くんは仕事できそうか？」

「……なんか嫌味な言い方じゃない？」

　御曹司、を主張するあたりに意図を感じた。

「そうか？　事実だろ」

　古賀はまだどこか孝士郎を気に入っていない様子だ。古賀らしくもない。よほど孝士郎が人気なのが悔しいのだろうか。

「お疲れさまです」

　二人で話をしていたら、孝士郎に背後から声をかけられた。

「お、おー……」

　まさに彼の話をしていたので、古賀は気まずそうに目を泳がせた。

「なんの話ですか？」

「柏原さんが人気だねって話ですよ」

「おい、秋山っ」

　古賀は焦りを見せるが、あえて隠すほうが嫌な感じがしてしまうだろう。

「人気なんかじゃないですよ。お二人は同期ですか？」

「ええ、まあ」

「そっか。仲良いなあと思って」

　孝士郎はにこりと微笑み、声をひそめる。

「みなさんが古賀さんと話したいって言ってるので、席交換しませんか？」

「え、まあ、はい」

　古賀は戸惑いつつも悪い気はしないようで、女性陣の真ん中の席に移動した。女性陣は孝士郎がいなくなって寂しそうにこちらを見ていたので彼の言葉は信じがたかったが、古賀が彼女たちの中心に座るとそれはそれでうれしそうにしていた。

「……ちょっと疲れちゃいました」

　孝士郎はみるからにぐったりして、今まで古賀がいた莉緒の隣の席に座る。

「お疲れさまです。大人気ですね」

　あまりに疲れた顔をしているのでほんの少し同情してしまう。でも楽しそうに話をしていたように見えたので本当はそこそこ楽しんでいたじゃないかとも思う。

「婚約者はいるのかーとか御曹司ってどんな感じ、とかそんな話ばかりでしたけどね」

「……へえ」

　莉緒も興味はあるが、興味のない振りをした。莉緒が話をどう返そうか悩んでいると、孝士郎の視線が莉緒のグラスに向けられる。

「あれ。生飲めるようになったんですね」

「……ええ、まあ」

　昔から知っている口ぶりを会社の飲み会ですることに驚いた。

　莉緒は孝士郎と飲みに行ってもビールは飲めないからといつも甘いカクテルだった。いつのまにかビールが美味しいと思うようになったのだけど、いつからかはもう覚えていない。彼が私のお酒の好みを覚えていたことにも動揺する。

「改めてよろしくお願いします」

「……はい」

　孝士郎のグラスを傾けられ、莉緒もグラスを傾けるとカチンとグラスがぶつかった。莉緒が端の席にいるせいで、莉緒の話し相手は彼しかいなくなってしまう。正面にいる男性社員二人は話が盛り上がっているし、莉緒とは反対の孝士郎の隣にいるのも男性社員だ。

「えーと、仕事は慣れましたか？」

　新人が入ってきた時のありがちな質問しか投げることができない。

「はい。秋山さんのおかげでだいぶ」

「でも初日から残業して大変でしょう？」

「そんなことないですよ。仕事好きなので」

「そういえば昔から……」

　そこまで言って口をつぐむ。お酒が入っているせいか、職場の飲み会だということを忘れてしまいそうになった。でも正面にいる男性たちは莉緒たちの会話は気にしている様子はない。

「昔から仕事は好きでしたね。睡眠時間短かったんじゃないかな」

　孝士郎が話を続けるので、莉緒は昔のことを思い出す。深く考えなくても簡単に思い出すのは、彼との思い出が強く残っているからだ。

「確かに、いつも眠そうでした」

「それは当時の彼女が夜も電話したいとか言うせいです」

　孝士郎がいたずらっぽく笑う。『当時の彼女』とは莉緒のことだ。

「彼女のせいですか～ひどい」

　彼が莉緒の名前を出さないことによって他人の話を聞いている感覚になる。お酒に酔っているせいもあって悲しいという感情は忘れられていた。

「まあ年下の可愛い彼女でしたけどね」

「でしょうねえ」

　二人だけしか知らない話に、お互い笑い合う。

　こんな場所で思い出話をしているなんて聞かれたら危うい状態なのに、楽しくなってしまった。

「その彼女とデートに行った時、手を繋ぐ繋がないでケンカしたりしたんですよね」

　彼はさらに続けるので莉緒も記憶の片隅から探し出しながら話を聞いていた。

「俺は寒いからずっとポケットに手入れてたんですけど、彼女は手をつなぎたかったらしくてふてくされちゃって」

　莉緒も覚えていることだけれど、彼が覚えているのが意外で先ほどから驚きっぱなしだった。今思えば些細なことだった。でも当時は手を繋いでくれない彼に思い悩んだものだ。

「あまりに可愛いから、俺余計にからかいたくなって」

「それはひどいですよ。女心がわかってない！」

「やっぱり？」

　孝士郎は笑いながらおどける。

　莉緒も笑いつつ、振ったのは孝士郎なのにどうしてそんなうれしそうに話をするのか複雑だった。もやもやするのに、思い出話をするのが楽しいなんて変な気持ちだ。

「……でも、こんなに忙しかったら秋山さんの彼氏は寂しいんじゃないですか？」

　孝士郎が急に表情を変え、ドキリとした。笑っているのにどこか大人な顔だ。莉緒もいい大人なので笑顔で返す。

「今はいませんよ」

「前はいた？」

「はい。一年くらい前に」

　含みのある質問にも、正直に答えた。孝士郎とはだいぶ前に別れているし、今はただの仕事仲間だ。嘘を吐く必要もない。

「……へえ、いたんだ」

　孝士郎の声のトーンが低くなる。

「柏原さんは恋人いそうですね」

「いないですよ」

「えっ」

　彼女がいないことに素直に驚いた。モテるだろうし、恋人というより婚約者もいそうな雰囲気なのに。

「柏原さん、タッチ！」

「え」

　話の途中で、古賀が中央の席から走り寄ってくる。

「女性陣が主役を呼んでますよ！」

　孝士郎がこちらに来た時と同じように、古賀も疲労を滲ませている。彼女たちのパワーは相当らしい。見るとお酒に酔った女性たちが赤い顔をしてこちらを見ていた。逃げ出したくなる気持ちがわかった。

「わかりました。いってきます」

　孝士郎は力強く頷き席を立った。

　主役が戻ってきたと一層盛り上がる女性陣の声に耳が痛くなる。

「た、助かった……」

　古賀は莉緒の隣に座り突っ伏す。相当飲まされたのかつらそうにしていた。莉緒はこっそりと孝士郎のいる中央の席に視線を向ける。彼は困った顔をしつつも楽しそうに自分を囲む女性社員と話をしていた。孝士郎にとっては元カノである莉緒のこともすでに思い出になっていて、他の女性社員と同じような存在なのだと思った。

　それからはなんとなく、孝士郎のほうを見ないようにした。

　

「お疲れさまでしたー！」

　十時を回り、解散の時間になった。明日も仕事なのでそれぞれ二次会の相談をしているみたいだった。莉緒は参加せず帰るつもりだ。みんなから少し離れた場所にいると、人だかりの中から孝士郎が出てきて莉緒に近づいた。

「秋山さん」

「柏原さんお疲れ様です。二次会行かれるんですか？」

「秋山さんは？」

「私は帰りますよ」

　予定があるわけではないが、いつもそうしているので、不自然なことではない。ただいつも以上に酔っている女性陣の相手は大変そうだなと思った。

「なあ」

「え？」

　急に孝士郎が距離を縮め、腰をかがめて莉緒の耳元に唇を寄せる。

「これから二人で飲まないか？」

　孝士郎の言葉遣いが急に変わった。そのせいか声のトーンも違うように感じる。

「楽しかったからもっと話したい」

「……うん」

　苦い思い出もある元カレと二人きりになるということを考えると少し迷ったが、楽しかったのは莉緒も同じ気持ちだったからか勢いで頷いていた。

　孝士郎が一歩離れても、まだ鼓動がうるさかった。

　

　泣きそうなほど残念がる女性陣を置いて解散し、こっそりと二人で来たのは薄暗いバーだった。カウンター席に座りカクテルを注文する。

「改めて、久しぶり」

　グラスを傾け乾杯をする。先ほどとは違ってしっとりした雰囲気に莉緒は妙に緊張していた。

「……なんか人が違う」

「まあな。会社じゃないから」

　会社の中でも外でも、彼の態度は変わらないものなのだと思い込んでいたから純粋に驚いていた。

「嫌われてると思ってたから、さっき莉緒と昔のこと話せてうれしかった」

　さらりと呼び捨てにされる。そんなことが自然とできるなんて、孝士郎はきっと別れたあとにたくさんの女性と付き合ったんだろう。だからか、自分とのことも思い出の中の一人になってしまったような言い方で、なんだか悲しくなる。

「で、俺のあとに何人と付き合ったんだ？」

「えっと……二人、かな」

　失恋直後はしばらく誰とも付き合えなかったけれど、社会人になってから合コンや友達の紹介で二人の人と付き合った。どちらも長続きはしなかった。

「へえ。モテるじゃん」

「孝くんこそ、絶対モテるでしょ」

　自然と莉緒も昔の呼び方になってしまった。最初は恥ずかしいから嫌だと言われていたけれど呼んでいるうちに文句を言わなくなった愛称だ。

「俺はモテないよ。……ていうか作る気にはなれなかったな」

　愛称で呼んだら何か言ってくるかと思ったけれど表情は変わらない。動揺しているのは自分だけらしい。

「仕事が忙しいから？」

　想像とは違った返答に内心驚きつつも、そういえば彼は莉緒と付き合っていた時から仕事ばかりの人だった。まだ若くて遊びたいだろうに飲み会にはあまり参加せず、仕事関連の本を読んだりセミナーに参加したり、そんなことばかりだった記憶がある。

「……まあな」

　孝士郎は昔から恋愛よりも仕事を優先させていたのでその考えは納得できる。むしろ恋人優先になっていたらショックを受けていたところだ。

「莉緒がこの仕事を選んだのも意外だったな。大学では史学を専攻してなかったっけ」

　六年前のことをよく覚えている。ただ記憶力がいいだけなのか他に理由があるのか、知りたくても聞くことはできない。

「うん。歴史を勉強していくうちに流通とか外商に興味持って、夢中になってるうちにいつの間にか変更してた」

　孝士郎に振られたあとのことだ。気を紛らわせるために新しく知識を入れて、たくさんのことを勉強していた。その中で一番興味を魅かれたのが商売についてだった。

「おもしろいよな。今の仕事」

「うん、すごく！」

　孝士郎が夢中になっていたのがよくわかる。当時はデートよりもセミナーに行ったり勉強を優先されて文句を言ってしまったこともあったが、今なら彼の気持ちがわかる。知識量を増やしたいという思いが強くなる日々だ。

「この仕事が好きなんだなって一緒に仕事しててもわかるよ。社内でも信頼されてるみたいだしな。同期の古賀さんとも仲良いし」

　なぜかじろりとした視線を向けられる。

「な、なに？」

「……きれいになったよなあ」

　莉緒のことをじっと見つめながら独り言のように呟く。

「急になに！」

　恥ずかしくて彼の目から逃げるようにカクテルに視線を落とす。

「昔は可愛い感じだったけどさ、きれいになってて正直驚いてる」

「……褒めても何も出ないよ」

「わかってるよ。だからなんで今彼氏いないんだろうなって不思議で」

　それは目の前の人が原因なんだけど。とはもちろん言えない。

「昔もさ、待ち合わせしてたら莉緒が男に声かけられてたことあったよな」

「……そうだっけ？」

　それは覚えていなかった。ナンパなんてめったにされないので覚えているはずなのに。

「そうそう。確か大学に迎えに行った時だっけな。しかもチャラそうな男じゃなくて真面目そうな男に真剣に告白されてて、焦ったの覚えてるよ」

「その時、孝くんは助けてくれた？」

　申し訳ないほど覚えていなかった。孝士郎はなんでそんなことまで覚えているんだろう。

「もちろん声かけたよ。そしたら素直に引き下がった。その時、歳の差があることがちょっと嫌になった」

「どうして？」

「大学での莉緒は俺の知らない交友関係があるだろ。男もたくさんいるだろうし」

　彼の言葉に目を見張る。

　孝士郎がそんなことを考えていたなんて知らなかった。余裕のある大人だと思っていたので自分ばかり気にしているのかと思っていた。今さら知りたくなかったことだ。

「私だって、会社にいる時の孝くんのこと何も知らなかったし」

　むしろ、そう考えていたのは莉緒のほうだ。

　会社員である孝士郎のことがいつも心配で、嫉妬ばかりしていた。やっぱり大人の女性には適わない。子ども扱いされては嫉妬心を募らせるばかりだった。

「知りたかった？」

「うん。でも……」

　話をされるのも嫉妬しそうで嫌だ。とは言えないので莉緒は言葉を止めた。

「なに？」

「ううん。なんでもない」

　今言っても意味のないことだ。

「なんだよ教えてよ」

「もう忘れちゃった！」

「なんだそれ」

　笑って誤魔化すと、孝士郎も笑った。こういう話をできるということは莉緒も少しは吹っ切れているのだと思いたい。

　

　昔話や仕事の話をしていたら時間はあっという間に過ぎ、もう店内にも客はぽつぽつとしかいなくなっていた。カクテルも数杯のみ、二人とももう手が止まっていた。

「……そろそろ行くか」

　まだ話をしていたい。でももう遅い時間なのでこれ以上一緒にいることは難しいのはわかっている。

「どうした？」

「ううん。行こうか」

　それに、まだ一緒にいたいなんて言えるわけがない。莉緒が振りきるように立ち上がると彼はすんなりと会計を済ませてしまった。

「あ、払うよ」

「いいよ。誘ったの俺だし」

「……ありがとう。ごちそうさま」

　店を出ようとカウンターチェアから降りると、ふらついてしまった。すがるものが欲しくて、思わず孝士郎の腕に手を置いていた。

「大丈夫か？」

「あ、ありがとう」

　久しぶりにふれた彼の身体に激しく動揺する。バクバクと胸が鳴っているのはお酒のせいだけではない。

「けっこう酔ってるな」

「ちょっとね……」

　自覚があるほど、頭がふわふわしている。

「お前昔から酒弱いのに、強いカクテル飲むから」

「え、あれ強かったの？」

　甘くておいしいのでするする飲んでしまったけれど、通りでいつもよりもふわふわしている。気持ち悪かったりはしないのが救いだ。

「歩ける？　ほら、俺に掴まって」

「う、うん……」

　孝士郎の身体に掴まりながら店を出る。ごく自然にさわってしまったけれど、久々にふれた彼の温度に途端に意識してしまう。けれどあえて離すのも不自然に感じられて、心の動揺を悟られないようにそのまま掴まっていた。このあと駅まで歩いて電車に乗って帰ることを考えると少し億劫だ。タクシーで帰ろうかと考えていると、莉緒の身体を支える孝士郎の手が肩に置かれた。

「どうする？　帰る？」

「……え？」

　彼を見上げると、真剣な目でじっと莉緒を見つめていた。

「俺的にはまだ一緒にいたい」

　見つめられながらの言葉に、莉緒の鼓動が跳ねる。まるで愛の告白をするような表情で言われたら、付き合っていた時のことを思い出してしまうからやめてほしい。でも、莉緒も同じ気持ちだった。

「そんな言い方、ずるいよ」

　莉緒が言えなかったことを彼はさらりと言ってしまう。嫌だと言えない自分が悔しい。

「行こ」

　莉緒が迷っていると孝士郎に手を強く引かれた。その手を振りほどけなかった。

　

　孝士郎に連れられるまま無言で入ったのはラブホテルだ。建物を見た時動揺と迷いがあったけれど思考がうまく働かず、中に入っていた。

「少し休んでな」

「う、うん」

　莉緒はベッド脇に座り、息を吐く。

　ここがラブホテルだというのは別にしても、休めるところに来たのは助かった。思ったよりもお酒が回っていたので引き込まれるようにベッドに寝転がっていた。

「……大丈夫か？」

　ジャケットの上をハンガーにかけた孝士郎は莉緒の隣に座る。場所が場所だけにベッドが沈んだだけでドキッとしてしまった。

「うん、ちょっと楽になった。ありがとう」

　店を出た時よりも思考がはっきりしていた。だから余計にこの場にいるのが恥ずかしい。

「ほら水」

　ペットボトルの蓋を開けて、差し出してくれる。

「ありがと……んっ！」

　起き上がり受け取ろうと手を伸ばした時、その手を孝士郎が掴んだ。そのまま引き寄せられ、唇が重なる。優しくふれた唇は莉緒の呼吸を閉じ込めるように押し付け、離れない。上唇を食み、下唇を食み、逃げられない甘いキスが続く。

「ん、んん」

　孝士郎とのキスを思い出す。

　莉緒にとっては孝士郎がすべて初めてだったので深く記憶に刻まれていたはずなのに、月日が経つほど感触はすっかり忘れ去られていた。男の人の唇は意外と柔らかいんだということを思い出して一気に身体が熱くなる。また孝士郎とキスをしているのだと思うと、動揺やうれしさと信じられなさで頭の中はぐちゃぐちゃだ。

「あ……」

　ふれるだけのキスをしながら孝士郎はベッドに乗り上げて、莉緒をゆっくり押し倒す。

「莉緒」

　目を開き見上げると、孝士郎がまっすぐ莉緒を見ていた。孝士郎は名前を呼びながら、またキスを落とす。

「ン」

　彼も酔っているのか、唇が熱い。何度もふれるだけのキスを受け入れていたら、ぬるりとした感触があった。彼の舌だと気づくと昔のように莉緒は唇を開いていた。孝士郎の舌を咥内に招き入れて、無意識に莉緒も舌を絡める。いやらしいキスに鼓動は高まり体温が上昇していく。

「……はぁ……」

　孝士郎が荒い息を吐いて、莉緒の服に手をかける。カットソーを持ち上げ莉緒を万歳させ、引き抜いていく。白いランジェリーがあらわになってしまう。彼に身体を見せるのは六年ぶりだということに気づき、咄嗟に手で隠していた。あの頃からは確実に体重が増えている。

「……どうして隠すの。昔さんざん見ただろ？」

　孝士郎は不満げに莉緒の手を掴み、簡単に剥がされてしまう。

「だって、久しぶりだし」

　彼に聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で呟いた。鼓動はずっと激しく鳴り続けていて、呼吸が浅くなる。

「久しぶりに莉緒の全部が見たい」

　優しく囁かれると孝士郎の手が莉緒の背中に回り、ぷつりとブラのホックを外した。そのままブラジャーも取り払われ、彼の手が胸の膨らみを撫でる。素肌にふれる久しぶりの孝士郎の手に、身体の芯から熱くなる。たださわられているだけなのに鼓動は高まり、呼吸が荒くなる。

　孝士郎の手は柔らかな膨らみの感触を確かめるように動く。決して大きくはない胸が孝士郎の手の中で形を変えていく。それだけではなく、指の腹が胸の先端を撫でた。つんと主張するそれをさらに指でくりくりと弄られ莉緒の腰がくねる。

「……ふ」

　敏感な部分をこすられると息が漏れる。ぞくりとした快感が断続的に続き、込み上げてくるものを我慢できない。

「気持ちよさそうだな」

「……っ、や」

　顔をじっと見つめられていることに気づき、顔を手で隠そうとする。けれどその手を取られ、ベッドに縫い付けられてしまった。孝士郎の熱い息が胸にかかり、そのまま乳首に舌が這う。

「んぅ！」

　ぬるりとした感触に、腰がびくんと跳ねた。それでもお構いなく孝士郎は莉緒の胸に舌を這わせた。乳首を口に含み、舌で舐り、吸い、時折食む。細かい刺激にいちいち反応してしまうのが嫌なのに、自分ではどうすることもできない。

「や、ぁ、んっ！」

「……いい声」

　孝士郎の熱い息さえも刺激になってびくびく身体が震えてしまう。勃ち上がって敏感になった乳首を口の中で転がされるたびに声が上がる。

　いつの間にか拘束されていた手は解かれていた。孝士郎は拘束していた方の手で莉緒の腰を撫で、下へ移動する。太腿を撫で、彼の腕が足の間に入ってくる。白いショーツの上から秘部の割れ目を太い指がこする。

「……ゃ」

　秘部はじんじんと熱くなっていて、少しふれられるだけで甘い疼きはさらに広がっていく。

「よかった、濡れてる」

　こんな行為、感じないわけがないのに孝士郎はどこか安心しているみたいだ。

　孝士郎はショーツに手をかけ莉緒の足から抜き取ってしまう。身体を隠すものがなくなってしまって心許ないのに、与えられる刺激にそれどころではなくなる。孝士郎は莉緒の乳房にキスを落としながら、秘部にそっとふれる。割れ目をなぞり、閉ざされていた場所を開くとわずかに濡れた音が響いた。

「あっ」

　孝士郎の指先が、隠れていた花芯にふれる。優しく指の腹で転がすようにされ、じわじわと込み上げる熱を感じた。すぐに達してしまいそうな予感に遥は思わず彼に手を伸ばした。

「や、だめ……」

　首を横に振り主張する。嫌というわけじゃないのに少しの怖さがあった。

「わかった。……じゃあこっちは？」

「ぁ……」

　孝士郎の太い指が様子を見ながら蜜口を撫で、莉緒の中に入ってくる。前の彼氏と別れてから一年は経過しているので久しぶりの行為に違和感が残るも、身体は準備ができているみたいだった。そのまま彼の指は奥まで入ってくる。

「中、あったかい」

　孝士郎の指がゆっくり動き始めている。そのたびにくちゅくちゅと淫らな音が響き、莉緒の欲はさらに煽られる。痛みがないとわかると次第に動きが速くなり、莉緒は腰を浮かせた。

「あっ、激し……っ、んっ」

　荒い息と声が漏れる。先ほどの快感とは違う種類のものが莉緒を襲う。でも今はだめだと言う余裕もなく攻め立てられていた。

　激しく動いていた孝士郎の指がぴたりと止まり、指の腹で莉緒の内側の壁をぐっと押す。

「あっ……！」

　莉緒が一層高い声を上げ、孝士郎は口角を上げた。

「ここ弱いの、相変わらずだな」

　中を探る孝士郎の指は莉緒が反応した場所ばかりをぐりぐりと刺激する。そのたびに莉緒の腰は跳ね、嬌声を上げる。

「やぁ、だめっ」

　叫び声に近い声だった。

「なにが？」

　知らん振りをする意地悪い孝士郎に、昔を思い出した。莉緒が彼の手で悶えるたびに彼はちょっとうれしそうにする。今も同じ顔をしていた。その顔をしている時は必ず絶頂に導かれていたことを思い出した。予感に身体が熱くなる。

「あ、待っ、や」

「いいよ」

　優しい声が落ちてくる。でもしていることは意地が悪い。莉緒が強く反応を示す場所ばかりをこする。もうやめてと手を伸ばしてもそこには届かない。

「あ、だめ、もう」

「うん」

「あ、あっ」

　目の奥が白く光り弾ける。

「んぅ――！」

　莉緒はびくんと大きく腰を跳ねさせ、達してしまった。

　ようやく中の指は刺激を与えるのをやめてくれた。そっと指が引き抜かれるも、まだ彼の指が中にあるみたいな違和感が残っていた。

「は、ぁ……」

　孝士郎はくたりと力を無くしている莉緒の足を掴み広げる。いつの間に取り出したのか、コンドームの袋を破き、慣れた手つきで昂ぶりに被せる。蜜口に、熱く硬いものが押し当てられた。

「あ……」

　ぼんやりした頭でもそれが何かはわかっていた。受け入れていいのか迷ったのは一瞬で、そんなことより孝士郎のものが入ってくる快感に飲み込まれていた。

　中をゆっくりと広げていく感覚。じわりじわりと熱が広がっていくようだった。

「……くっ」

　孝士郎が眉間にシワを寄せ、苦し気に息を吐き出す。苦しいのは莉緒も一緒で、胸を上下させて荒い息を吐く。

「莉緒……もしかして、久しぶり？」

　久しぶりの行為だとバレてしまったのは恥ずかしいけれど、素直に小さく頷いた。彼の反応が気になり顔を見遣ると「そうか」と小さく呟いた。

「孝くんは？」

「俺も久しぶりだよ」

　莉緒に気を使った嘘かもしれない。でもうれしかった。

　莉緒の中をいっぱいに埋める孝士郎の熱はびくびくと脈打っている。彼はなかなか動こうとしない。

「つらくないか？」

「……大丈夫だよ」

「少しこのままでいるから」

　孝士郎も苦しいだろうに、動かずに莉緒を抱きしめてくれる。孝士郎の体重がかかり、少し重いのになぜか心地良い。ドクンドクンと鼓動の音が聞こえてくるのはどちらの音かわからない。

　孝士郎はしばらくじっと動かないでいてくれた。妙な圧迫感のようなものは薄れていき、ただ彼の存在を内側に感じる。孝士郎の荒い息遣いが聞こえてきた。

「……いいよ？」

「え」

「私は大丈夫だから」

「……わかった。つらかったらちゃんと言って」

　ぽんと頭を撫でられ、孝士郎は眉根を寄せながら腰を引いた。莉緒の様子を見ながら再び押し入ってくる。

「あっ……」

「痛むか？」

　今の声は痛みから発せられたものではない。莉緒は首を振った。

「……ううん。気持ちいい」

　躊躇なく答えていた。昔だったらきっと恥ずかしくて言えなかった言葉だ。六年前の彼との行為で自分がどうだったかは覚えていないけれど、きっとそんなことは言えなかった。

　現に孝士郎は目をまるくしている。

　そのあとすぐに熱のこもった視線で莉緒をぎろりと睨んだ。

「……っ……それは反則だ」

「あっ！」

　孝士郎が急に激しく動き始める。今までとはまるで違う動きに莉緒は戸惑いながらも嬌声を上げてしまう。睨んだつもりだったのにどうしてこうなっているかわからない。

「やば、気持ちいい」

　孝士郎はぼそりと呟き、律動を速める。

「んっ、ん、あぅ！」

　激しい揺さぶりに莉緒の声は比例して甘く高くなっていく。中をこする孝士郎の熱は先ほどよりも硬度を増している気がする。中をえぐるような刺激に莉緒は腰を仰け反らせる。

「あっ、激し……！　あぁっ！」

「悪い。気持ち良くてとまれない」

　孝士郎の言うとおり彼の律動は速まるばかりだ。

「あ、んっ、あぁ！」

　莉緒も声を我慢することができない。気持ちがよくてどうにかなってしまいそうだ。

　見上げると引き締まった身体と汗ばんだ肌、鋭い視線で射貫く瞳。孝士郎に抱かれていると思うと不思議な感覚で、六年前に戻ったのではないかと錯覚してしまいそうになる。

　でも目の前にいる人は六年前とは違う。大人っぽく、さらに男らしくなっている。莉緒を求める激しい揺さぶりもあの頃とは違う。

「っ、いきそう」

　吐息の合間に孝士郎が呟く。

　彼の切羽詰まった表情はあまりに色気があって見とれてしまう。莉緒との行為でこんなに余裕をなくしているのだと思うとうれしくて、身体は自然と彼の熱をしめ付けていた。

「あ」

　孝士郎が短く声を上げる。莉緒の中をずんと深く突き上げ、絶頂に向かっている。莉緒も届いたことのない場所をこすられると意識が飛んでしまいそうになる。

「……っ！！」

　孝士郎は息を詰め、腰を震わせた。莉緒の中で彼の熱が薄い膜越しにも震えているのを感じる。しばらくの間そうしていた。

「……はぁ……」

　孝士郎が深く息を吐き、熱を引き抜く。

「……あ、ぅ……」

　ずるりと引き出される熱の刺激でさえ莉緒は声を漏らしてしまう。全身が敏感になっていてしばらく動けそうにない。

「……莉緒」

　汗ばんだ身体でぎゅっと抱きしめられて、甘い声で名前を呼ばれる。

　莉緒は心地良い疲労感に瞼を閉じた。






02．後悔の朝








「……しちゃった、んだよね」

　翌朝目が覚めて、隣で気持ちよさそうに寝ている孝士郎を見て莉緒は呟いた。自分の顔を両手で覆い隠す。

　お酒の勢いと、雰囲気に飲まれて孝士郎としてしまった。ここに来たのは莉緒だし、実際気持ちよかったし、決して孝士郎のせいではない。

　ただ、昨夜の自分を叩いてしまいたいほど後悔していた。

　元カレとこんなことをするのは初めてだ。

　今お互いに恋人がいないのなら何も問題ないはずだけど、莉緒にとってはそうでもない。さんざん引きずった相手と身体を重ねてしまったらまた気持ちが戻ってきてしまうんじゃないかと怖い。しかも振られているし孝士郎は復縁する気があるとは思えない。

　にもかかわらず、愛されているように勘違いをしてしまうほど甘いセックスだったのもタチが悪い。

「う～ん……」

　孝士郎が唸り、びくりと肩を震わせる。彼が起きたらどういう顔をすればいいのかわからない。

　時間を確認するとまだ朝の五時だ。あいにく今日は休みではないので出社しなければいけない。今から家に帰って支度をすれば十分間に合う。

　莉緒は孝士郎を起こさないようにベッドから抜け出し、散らばった服を拾い集めてひとつずつ着ていく。

「ご、ごめんね」

　罪悪感から、寝てる孝士郎に声をかけ逃げるようにホテルを出た。

　自分がこんなことをする日が来るなんて、夢にも思わなかった。

　

　タクシーで家に帰り、シャワーを浴びて支度をした。その間もずっと昨夜のことが繰り返し頭の中で思い出される。孝士郎のキスや、手の温度、息遣いまで反芻してしまって、頭を振るも離れてくれない。少し意地悪なのに優しくて、莉緒の身体を知っているからか、驚くほど気持ちがよかった。

　出勤までに時間の余裕はあるので心を落ち着かせるためにコーヒーを飲んだけれど、時間があると余計に彼とのことを考えてしまってダメだった。

　恐る恐る出勤すると、孝士郎はまだ来ていないみたいだった。いつもなら八時半には出社しているので起きれなかったのかと不安になってくる。そわそわと隣の席を気にしていたら、九時五分前に姿を現した。

「……おはようございます」

　孝士郎のいつもよりも気怠そうな低い声に気づいているのかいないのか、女性陣は「おはようございまーす！」とうれしそうに返事をした。遅刻しなかったことで安心したけれど顔を見ることはできずに、莉緒は目を合わせず挨拶を返した。

　隣の席に座ると彼は眠そうなあくびをした。いつもシャキッとしているのでめずらしい。原因はわかりきっていたけど。

　すぐに始業のチャイムが鳴り、急いで仕事を開始する。今日も孝士郎と二人での仕事が多い。昨日の今日でやはり気まずい。しかも朝黙って出てきただけに余計に莉緒には罪悪感がずっとつきまとっている。

「秋山さん」

「は、はい！」

　名前を呼ばれて声が裏返ってしまった。

「今日は外回りでしたよね。スケジュール確認しといていいですか？」

「……あ、はい」

　彼の態度はいたって普通。莉緒のわかりやすい動揺にもなんの反応も示さない。その様子を見て、彼はなかったことにしたいのだと思った。ほっとしたような、そうではないような。とにかく仕事に影響させてはいけないと、莉緒も気持ちを切り替えて孝士郎と接することにした。

　とはいえ午後からはクライアント先へ訪問をするために二人きりなので気が乗らない。

「秋山さん」

　ランチのために席を立つと、孝士郎に声を掛けられる。

「昼飯、一緒に行きませんか？」

「えっ」

「行く前に取引先の確認したいですし。ランチミーティングってことで」

「ああ、そういうことですか……」

　確かに孝士郎は初めて訪問するクライアントだ。今までも説明してきたけれど、さらに詳しく知りたいこともあるかもしれない。彼の仕事に対するこだわりや情熱は知っているので断ることはできなかった。

「わかりました。行きましょうか」

　そのままクライアント先へ行けるようにように支度を整えて、二人でオフィスを出た。

　

　ランチに入ったのは素朴なイタリアンレストランだ。お互い好きなものを注文し、食べつつ仕事の話をする。二人きりになることで昨夜の話題を出されるのではないかと不安だったが、そんなことはないようでほっとした。

「今から行く担当者は少し気難しくて、自分の意見を否定されると機嫌が悪くなるので気を付けてください」

「了解です」

　彼はすっかり仕事の顔だ。仕事が好きなだけあって、さすがに私情を持ち込まない人みたいだ。

「何歳くらいの男性ですか？」

「……確か五十代後半だったと思います。何か気になるんですか？」

「いえ、特には」

　彼はにこりと微笑む。少し気になったけれど彼なりの仕事の仕方があるのだろうと莉緒は何も聞かなかった。

　

　クライアント先へ到着するとなぜか孝士郎以上に莉緒のほうが緊張していた。

「お世話になっております。本日は新担当者のご挨拶に参りました」

「どうもどうも」

「初めまして、柏原と申します」

　苗字でばれてしまう可能性もあるが、孝士郎が社長の息子だということは話さないようにしていた。それによって態度を変える人は少なからずいるので、双方がやりづらくなってしまうからだ。

「柏原くんね、よろしくね」

　担当者は普段は温厚だけれど、ほんの少しでも違う意見を提案するとすぐに不機嫌になってしまう人だ。でもすべて言うことを聞くわけにはいかないので、うまく誘導しなければいけないのでちょっと癖がある。

「そういえば、今度の取引についていいかな」

「はい。お伺いします」

　ドキリとした。今日は挨拶だけの予定だったので思わぬ話に緊張してしまう。普段ならなんともないことなのに孝士郎がいるからだろうか。

「卸さんを変えたくてね。もっと安価のところはないかな。質は問わないから」

　彼の会社は長年同じ会社から卸していたので内心戸惑いつつも莉緒はうなずいた。

「承知いたしました。社に戻り次第……」

「あの、どのような理由でしょうか？」

　孝士郎が口を開いた。

「ああ、質を落としても大して変わらないだろうから安いほうがいいかなって」

　取引先の事情にはそこまで介入していなかったので莉緒は孝士郎を見届けることにした。

「ですがそれでは今後の利益を考えると得策ではないかと」

　注意したことを忘れてしまったのか、孝士郎は彼の意見を否定まではいかないにしろ反対意見を提示した。

「なに？」

　温厚なはずの担当者の目つきが変わりさすがに焦る。

「あのっ」

　莉緒が口を挟もうとするも、孝士郎は続ける。

「今まで海外を含め、同じように金額優先でお取引をさせていただいたことがあるのですが、安価でのお取引は、最初は良いように思っても質が良くなければ結果損失が多くなるパターンばかりですね。それなら少しでも額を上げて質を良くするほうが成功されています」

「……へえ。もっと詳しく教えてほしいね」

　すると孝士郎は笑顔で説明を始める。もちろん彼の意見を全否定しているわけではなく、あくまで提案という形で過去の例を挙げている。うまく誘導しているな、という印象を持ち、莉緒はしばらく彼に任せることにした。話をしていくうちに気難しいと思っていた担当者も孝士郎の話は聞き、受け入れていた。

　結局最後には卸先を変更することも取り下げ、それだけではなく笑顔で談笑をするほど彼らは仲良くなっていた。

　

「……もう、冷や汗かきましたよ」

　会社を出て莉緒はため息を吐く。

「すみません。でもああいう考えの人とのやり取りがおもしろくてつい」

「確かに、海外での話を聞いてる時の先方の顔は見たことなかったです」

　話を聞いている担当者は目を輝かせて楽しそうにしていた。数年の付き合いだが、あんな顔を見たのは初めてだった。

「さすがですね」

　孝士郎の知識量がやはり違う。海外経験も強みになっているのだろう。莉緒も隣で話を聞いていて楽しくて、もっと聞きたくなった。

「まあ、一応秋山さんよりは長いので」

　きっと年数だけではない。彼の好奇心の強さや仕事の熱意があるからたくさんのものを吸収し活用している気がする。

　そのあとも三社ほど回り、どこへ行っても彼は気に入られていた。莉緒のことも可愛がってくれていただけに少し悔しいくらいだった。けれど、社内で仕事をしているだけではわからない孝士郎の姿を目の当たりにして、さらに尊敬の念を強める。彼が昔から仕事が好きで頑張っていたことを知っているからこそ、努力してここまできたのだと思い知らされる。たとえ『社長の息子』という肩書きがなくてもきっと出世しているような人だ。

「今日はお疲れさまでした。もう定時近いですし、直帰で良いですよ」

「秋山さんもですか？」

「そうですね。さすがに今日は残業したくないです」

　金曜日の夜だ。

　仕事はあるけれどこのまま帰るのもたまには良い。今週……というよりも昨日は特にいろいろありすぎたのでスーパーで好きなものでも買ってまったりと過ごしたい。

「……じゃあ、これから飲み行こうか？」

「え」

　突然の誘いに目を泳がせる。

　仕事の顔になっていたのですっかり油断していた。

「い、行きません。今日は帰ります」

　はっきりと断ることができた。さすがに昨夜のことを意識してしまって、勢いのまま断っていた。すると孝士郎はにやりと笑う。

「そっか。なんだか付き合い悪いですねー。もしかして意識してます？」

「っ、してません！」

　孝士郎は意識していないのだろう。悔しくて強がることしかできない。

「じゃあ行きましょうよ。仕事仲間の交流ですよ」

　そう言われたら断りづらいのをわかっているのがずる賢い。

「それともやっぱり意識してます？」

　煽るような言い方をされて、カチンと来てしまう。

「意識してないってば！　行きますよ！」

　勢いでそう答えると孝士郎は声を上げて笑った。

　

　今日は昨日とは違って雰囲気の良いバーではなく普通の居酒屋だった。明るく騒がしい店内にほっとする。これなら昨日のような雰囲気にはならなそうだ。

「とりあえずビールでいいか？」

　二人きりで店に入った途端孝士郎は態度を変える。プライベートの時間に切り替わったということだろうか。

「……うん」

　つられて莉緒も口調が変わる。

　ビールを注文し乾杯をする。ここまで来てしまったらすぐには帰ることはできない。莉緒は割り切って楽しむことにした。けれど、飲みすぎ注意だ。

「やっぱこの仕事楽しいなあ」

　取引先訪問が楽しかったのか、孝士郎は良い笑顔を見せる。ただの仲介役ではなく、より良い取引を提案する楽しさはわかる。ただ莉緒はうまくいかないことも多いので初対面からこんなにうまくいっている孝士郎を見ると複雑だった。

「でも悔しい」

「なにが？」

「だってみんな孝くんのこと気に入るんだもん」

　莉緒がふてくされると孝士郎は声を上げて笑った。子ども扱いされているようで悔しさは増す一方だ。

「笑わないでよ！　私だって今の仕事が好きなの！」

　引継ぎは助かる反面少し寂しい。こんな気持ちは初めてだった。

「そういえば莉緒は昔からわりと気が強いところあったよな」

「……可愛くないって言いたいの？」

「そんなことないよ」

　孝士郎は目を細めて、今までとは違う笑顔を見せる。優しい穏やかな微笑みだった。

「そういうとこ好きだよ」

　あまりにさらっと言うので一瞬気づかなかったけれど大胆なセリフだ。しかも過去形ではないことが莉緒を惑わせる。

「……調子いい」

　振ったくせに。という思いを込めて呟いた。

　孝士郎の印象が昔と少し違っていることに気づく。

　そんなことを言うような人だったっけと思い返していた。昔の莉緒の悩みは孝士郎が好きだと言ってくれない、だったように思う。優しくてリードしてくれて、たまにからかわれたりするけれど大切にはしてくれていたと思う。でも言葉は足りなかった。

　今軽々しくそういうことを言えるなんてもしかしてチャラくなったのかと思い始めていた。数年会っていない間に変わったのか、もともとそういう人だったのかはわからない。

　でもそうは思えないだけに今の発言はずっと胸の中に引っかかっていた。しかし彼が軽い男になっていたのだとしたら昨夜身体を重ねた理由もしっくりきてしまう。

　莉緒と身体だけの関係を求めている。

　そんな嫌な考えが頭に浮かんでしまって、打ち消そうにも無理だった。

　

　二時間ほど飲んでから莉緒たちは店を出た。まだ遅くはないけれど解散にはちょうどいい時間だ。何か言われる前に莉緒は手を振った。昨夜のような過ちは繰り返さない。

「じゃあまた来週」

「待って」

　孝士郎に手首を掴まれる。動揺で胸が跳ねた。

「な、なに」

　今日は絶対ホテルには行かない強い意志がある。軽く睨むと孝士郎は苦しそうに息を吐いた。

「やばい。思ったより酔ってる」

「ええっ」

　まったく気づかなかった。孝士郎はお酒が強かったはずなのでいくら飲んでも気にしたことはなかった。でも明らかに顔色が悪い。店内は明るかったのにまったく気づかなかった。

「悪い。送ってもらっていい？」

「いいけど……大丈夫？」

　今にも吐いてしまいそうな孝士郎が心配になる。とりあえずタクシーを止めて、彼の家へと向かった。

　数十分乗って孝士郎の住んでいるらしいマンションに到着した。見上げると首が痛いくらいの高層マンションだった。

「え、孝くんここに住んでるの？」

「そう。二十五階押して。部屋は二五一〇」

「う、うん」

　莉緒は言われたままエレベーターのボタンを押す。

　昔孝士郎の一人暮らししているマンションに遊びに行った時は、高さもそんなになく普通のマンションだった。それが今ではこんな高級そうなマンションで暮らしているのかと唖然とした。御曹司だからという理由ではなく彼がどれだけ仕事をがんばってきたのかとわかりやすく思い知らされる。莉緒と離れていた数年彼はどれだけ努力をしていたのだろう。

　耳の奥が詰まる感覚を味わいながら二十五階に到着し、教えられた部屋番号を探す。高く広いマンションのせいで部屋までが長かった。

「着いたよ。鍵は？」

　孝士郎に鍵を手渡され、莉緒がドアを開ける。

　中に入ると孝士郎は自力で歩けるようにはなったらしく、玄関の明かりをつける。

「ありがと。助かった」

「お邪魔します。大丈夫？　お水飲む？」

「んー」

　莉緒も中に入り、靴を脱ぐ。きっと孝士郎はベッドにいきたいだろうから誘導するつもりだった。

「ひゃっ！」

　なのに孝士郎に背後から抱きしめられる。一瞬倒れ込んできたかと焦ったけれど、ぎゅっと抱きしめられているのでそうでもないみたいだ。

「孝くん、どうしたの」

　顔だけ振り返ると、彼の顔が思ったよりも近くにあって、すぐに距離を詰められる。

「んんぅ……や、孝くん……」

　熱く唇が重なった。舌で唇を舐められ、荒い息が唇にふれた。キスをされると身体の内側から熱くなり、また流されてしまいそうになる。

　でも、それよりも。

「ちょ、ちょっと、酔ってたんじゃなかったの？」

　体制のおかげか彼から解放されるのは簡単だった。唇を離して訴えると、あんなに顔色が悪かった孝士郎は笑っていた。

「俺演技うまい？」

「……ばか！」

　本気で心配していたのに。そうでなければ家には来ない。今日は特に、警戒していたから。

「大丈夫ならもう帰る！」

　ここがどこだかよくわからないけれど、タクシーなら掴まるだろう。嘘を吐かれていたという悔しさと孝士郎はやっぱりチャラ男になってしまったんだというショックが大きい。

　靴を履いていると彼の手に引き留められる。

「ごめん。待てって。莉緒がほしい」

「な、なに言ってるの！　しないよ！」

　ストレートな言葉に恥ずかしくなる。身体だけが目的でここにいるようで、すぐに立ち去りたくなった。

「なんで？　昨日は気持ち良さそうにしてくれたのに」

「孝くんとはもうしないから」

「だから、どうして？」

　理由を聞かれると答えづらい。

　本心は『また好きになったら怖いから』だ。でもそんなこと本人に言えるわけがない。

「どうしても！」

「理由言わなきゃ帰さない」

　手を強く握られ、離してくれない。どうしても理由が必要みたいだ。

　莉緒はしばらく考えてから口にした。

「……忘れられない人がいるの」

　嘘ではない。孝士郎と再会してから結局彼を忘れられていなかったことに気づいた。

　それに、こう言えば普通の男性なら諦めるだろうと思った。他の人を好きな女性なんて抱けないはずだ。

「……え？」

　想像以上に孝士郎は驚いた表情を見せていた。その目をまるくした顔に莉緒も驚く。それほど衝撃的なことを言っただろうか、と。

　いつの間にか手もほどかれていた。

「じゃあなんで昨日は俺に抱かれた？」

「……お酒のせいだよ」

　莉緒は目をそらす。

　他の人を忘れられないのに孝士郎に抱かれた、というのは体裁が悪かった。

「気持ちよくなかった？」

「っ……最低」

　莉緒はもう一度部屋を出ようとする。けれどまた後ろから抱きしめられた。手を握られるよりも離れられない。

「その人のこと、俺が忘れさせるから」

「……無理だよ」

　だって本人だから。さらに想いが強くなるだけに決まっている。ここまで言っても引き下がらない孝士郎が理解できない。だって振られたのは莉緒だ。執着する理由がない。だからこそ彼は身体だけがほしいのだと思ってしまう。

「忘れられない人がいるから、もう孝くんとはできない。昨日のは間違いだったの！」

　自棄になって強い口調で伝えた。

「莉緒」

「ん……だめ」

　でもまったく効果がない。後ろから耳の淵に舌を這わされる。

「それ燃える」

　耳元で彼の低い声が囁いた。

「ちょっと……っ！」

　服の中に孝士郎の手が入ってきて、ブラジャーのホックを外される。後ろから熱い手で胸を包まれ、揉まれると足の力が抜けていく。

「や、だってばぁ……」

　刺激に声が震える。

「逃がさない」

　孝士郎の声が莉緒の思考を引き留める。

　

　強引に手を引かれてベッドルームまで連れられるとすぐに押し倒された。

　激しい貪るようなキスに襲われ、莉緒の思考はすぐに溶かされてしまう。両手をベッドに縫い付けられ、逃げられない体勢になぜか身体が熱くなる。キスだけで内側から溢れるものを感じていた。激しいキスをしながら服をはぎ取られていく。また彼と身体を重ねてしまう。だめだとわかっているのに、キスをされると頭が溶かされて抵抗する気もなくなってしまう。

　優しい孝士郎とは別人みたいだ。昨夜の激しさともまた違う。

　莉緒はあっという間に下着姿にされ、身体中にキスを落とされる。ブラジャーのホックを外されて脱がされると、熱い手のひらが胸を覆う。柔らかさを堪能するように動く手はいやらしく、莉緒の熱を煽っていく。

　舌を絡める苦しいキスをしながら彼の手は胸の先端にふれる。指先でくるくる撫でられるとぷくりと浮き上がる乳首をきゅっと摘む。

「んぅっ！」

　唇を塞がれているせいでうまく声を出すことができない。そのことが余計に莉緒を興奮させた。深いキスで嬌声を閉じ込め、乳首を弄る。ピンと張った乳首は小さな刺激でも十分感じてしまう。

　唇が離れると孝士郎の唇は莉緒の首筋や鎖骨にキスを落としていき、やがて乳房に到達する。片側の乳首を指でこすり合わせるように動かし、もう片側の乳首にキスをした。

「あっ」

　濡れた感触に声が上がる。

　乳首を舌で転がし吸い上げる。引っ張られる乳首が恥ずかしいのに快感にあらがえない。

「や、ぁ」

「ん？　気持ちいい？」

　煽るような表情で莉緒を見上げる孝士郎の目は、獣のような鋭い視線だった。彼の舌が乳首を舐め、いやらしい光景で視界がいっぱいだ。でもそらすことができない。

　孝士郎は唇を滑らせ下がっていき、お腹にキスをする。そのまま下がっていく身体は莉緒の足の間で止まった。ショーツを脱がされると彼は足の間に顔を埋める。

「え、ちょっと待っ」

「だめ」

「あっ……！」

　ビクンと、一層高く腰が跳ねた。

　孝士郎は莉緒が止めるのも無視して密口を広げ中にキスをした。秘部に彼の吐息がかかり生ぬるい感触がして、彼が何をしているのかわかってしまった。下腹部を襲う強い刺激に腰が仰け反る。

「やぁっ！」

　熱い舌先が莉緒の秘部に舌を這わせる。逃げたいのに、足を抱えられて逃げられない。

「……っ、濡れてきてるのに？　やだ？」

「あ、ぅ……んん！」

　気持ちが良いのに、刺激が強すぎてどうしたらいいかわからなくて首を横に振った。でもきっと彼には見えていない。莉緒がどれだけ悶えているかも孝士郎はわかっていない。

　そこまで丁寧にしなくてもいいと思うほど、孝士郎は莉緒の濡れそぼった秘部をいやらしい音を立てて舐める。莉緒の感じる場所はとっくに知っているはずなのにそこにはふれずに焦らすように動く舌は莉緒の身体の奥を燃やしていく。逃げたいのに気持ちがよくて、気持ちいいのにもどかしくて、混乱する。いっそのこと爆ぜてしまいたい。

「こ、孝く……」

「ん？」

　顔を上げた孝士郎は莉緒を見て笑った。

「どうしたそんな顔して」

　名前を呼んだがはいいが莉緒ははっきり言葉にすることができない。見つめて懇願するだけでは孝士郎は許してくれない。

「……ここ、舐めてほしいのか？」

　孝士郎がにやりと微笑み、ちゅ、と花芯にキスをした。反応せざるを得なくてびくんと腰が揺れる。

「や、やぁ」

　突然おとずれた強い刺激に莉緒は涙目で首を振る。

「いやだって言ったりしてほしいって言ったり莉緒は忙しいな……ン」

　孝士郎のくぐもった声がして、吐息が秘部にかかる。

　花芯を唇で挟まれ身体に電流が走ったような刺激が走る。待ち望んでいた刺激だったはずなのに実際与えられると止めて欲しくなってしまう。

「は、ぁ……やぁ……」

　舐られ続けていると身体がじんじんとしてくる。身体は小刻みに震えながら迫ってくる予感に喘ぐ。

「や、だめ、いっちゃ……」

　花芯を吸い上げられるとぞくぞくとしたものが駆け上がってきて、

「いいよ」

　と、孝士郎の声が低く響く。彼の唇が吸われて敏感になった粒を咥え舌先で舐められ、息を詰めた。

「んぅっ！」

　莉緒はびくびくと腰を震わせ、達した。

「は、ふ……」

　大きな波に飲まれ目を閉じたまましばらく動けないでいた。今はどんな刺激にも反応してしまう。けれど孝士郎は容赦が無い。

「……挿れるよ」

　莉緒の足を開いた孝士郎はいつの間にか避妊具を着けたのか、すでに硬く勃ち上がっている熱の先端を莉緒の蜜口に押し当てる。その場所にふれただけで反応してしまうのに中に入ってきたらどうなってしまうのだろう。そう思いながらも、弛緩した身体は彼を受け入れる準備はできていた。

「ん……あ……」

　じわりじわりとゆっくり熱が侵食してくる。時間をかけて彼の全長を収めていた。再会してからは二度目の行為だけれど彼の熱を受け入れるのはまだ慣れない。入ってくる彼の熱がこんなに莉緒の中をいっぱいにしていたか覚えていない。六年前は行為自体に精一杯でそれどころではなかった。一方で孝士郎は莉緒の反応を見て楽しんでいる様子なのが悔しい。

「莉緒の中、気持ちいい」

　孝士郎が莉緒の頭を撫でる。それからゆっくりと動き始めた。莉緒の顔をじっと見ながら揺さぶられ、莉緒は自分の手で顔を隠した。

「んっ……や、見ないで、よ……」

　きっとメイクはぐちゃぐちゃになっているはずだ。きっと顔も赤い。自分でもわからないそんな顔を孝士郎に見られたくない。なのに孝士郎は邪魔だといわんばかりに莉緒の手を外してしまう。

「莉緒の顔、見たい」

「んっ……あ」

　手を取られベッドに縫い付けられる。それどころか突き上げ揺さぶられている姿まで丸見えだ。二つの膨らみが揺れているのも隠したいのに隠すことができない。

「……えろ」

　孝士郎が呟く。睨みたい気持ちはあるのにそんな余裕はなかった。

「なぁ、激しくしていい？」

　孝士郎の質問に、良いともダメとも言っていない。でも孝士郎の律動は次第に速まっていく。

「莉緒、可愛い」

「んっ、あ、ぅ！」

　彼の動きに合わせて勝手に声が洩れる。甘い言葉は莉緒をさらに高揚させる。孝士郎に熱い視線を向けられるとそれだけで身体がぞくぞくと震え、昔のことを思い出す。孝士郎に夢中だった自分のことも。またこうして身体を重ねられていることが夢のようだ。

「……ハ、ぁ」

　孝士郎の荒い息までもいやらしく聞こえてしまうのはどこかおかしいのだろうか。莉緒は孝士郎を見上げながら揺さぶられる。

「っあ……ん、んっ！」

　繋がっている部分からはぐちゃぐちゃと淫らに濡れた音を鳴らしている。

「……やば、いく」

　孝士郎は色気のある低音で呟いた。ぞくりと背中が震え莉緒の胸がぎゅっとしめ付けられる。乱れた動きで突き上げられ、孝士郎も絶頂が近いのだとわかった。

「っ……」

　何度か深く貫き、孝士郎が呻き爆ぜた。腰を震わせたあと、莉緒の身体に覆い被さる。汗ばんだ熱い肌がぴたりとくっついていて不快なはずなのにどこか心地良い。

「……はぁ……」

　苦しそうに呼吸をしていたと思ったら今度は気持ちよさそうに息を吐きだした。

　莉緒の中から出て行く熱は、一度達したのにまだ硬さを保っていていやらしい光景に目をそらす。激しい律動に疲れそのまま横たわっていた。

「莉緒」

「……ん？」

　快感の余韻に浸っていたら、身体を起こした孝士郎はまだ熱のこもった視線を莉緒に向ける。

「こっち」

「え、え？」

　孝士郎に誘導されるままうつぶせになった。すると彼の手が莉緒の腰を持ち上げる。

「や、恥ずかし……」

　猫が背伸びをするような格好だ。恥ずかしい場所が孝士郎に丸見えになってしまっている。

「昔もしたのに？」

　それを言われると何も言えなくなる。あの時だって恥ずかしいと何度も言ったけれど彼はやめてくれなかった。それがなぜか莉緒の興奮材料となっていたのを見抜いたのかもしれない。今も、莉緒は本気で抵抗することはできない。

　後ろから蜜口に孝士郎の屹立が押し当てられる。彼の行動が見えないから余計にドキドキしていた。ゆっくりと押し開き、内側を埋め尽くす熱。莉緒はシーツを握りしめ、彼を受け入れていた。さっきした時とは違う体勢で、中に入ってくる熱も前とは違う場所に当たる。

「あっ……」

　腰がのけぞり、甘い声があがった。

「莉緒、えろ……」

「や、変なこと言わないでよ……」

　背後からくすりと笑い声が聞こえてくる。一方的に恥ずかしい格好を見られている状況はいつも以上に羞恥が広がる。

「変なことじゃないだろ」

「あんっ、あ！」

　孝士郎が激しく突き上げるので言葉は嬌声に変わってしまう。先ほどとは違う動きで貫かれると莉緒は一気に駆け昇りそうになり、必死に自分をつなぎ止める。

「……気持ちいい」

　孝士郎の独り言のようなつぶやきが耳に入る。何度言われても身体が疼く言葉だった。莉緒は蜜を滴らせ彼を受け入れる。熱く柔らかくなった内部は彼の大きさに慣れ、ただ快感に身を任せるばかりだ。

　後ろから孝士郎に穿たれているだけで十分刺激が強いのに孝士郎の手が背中をなぞったあと前へ回ってくる。揺れている乳房を手で包み、強い力で揉みしだかれる。痛みはなく、その激しさに内側から蜜が溢れ太腿を伝って落ちる。

　さらに胸から下りてきた手が、莉緒の秘部に伸びてきた。繋がっている場所にまでふれ、膨らんだ花芯を指の腹で撫でた。ぞくりと肌が粟立つ。

「や、だめ、今そこさわっちゃ……っ」

　腕に力が入らなくなり、ベッドに突っ伏してしまう。そのせいで腰がさらに高く持ち上がり、孝士郎との繋がりが深くなる。

「……っ、締まった。すごい気持ちいい」

　自分でもわかるほど熱の塊をしめ付けてしまう。

　孝士郎は片手を莉緒の腰に添え、もう片方の手では濡れた花芯弄りながら腰を揺らす。体勢のせいか深く奥まで入ってくる感覚に莉緒はもう限界が近かった。

「あっ、んっ、ん！」

　突き上げられながら花芯にふれられると、今までにない大きな快感が襲ってくる。最奥まで穿たれ意識が飛んでしまいそうになる。

「ああっ、ん……もう……っ」

「……うん、俺、も」

　はっきり言葉にできず、でも伝わっているらしく孝士郎の律動は不規則なものに変わり、彼も絶頂へ向かっているのだとわかった。

　最後には二人の呼吸の音と蜜が混ざり合う濡れた音だけが部屋に響く。

「――ッ！」

　莉緒は声にならない悲鳴を上げ、強く振り切っていた。

　少し遅れて孝士郎も呻き欲望を吐き出した。

　行為が終わったあともずっとぎゅっと抱きしめられていて、身体は過敏になりすぎていてそれだけでも声が洩れそうになっていた。
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　朝起きると、昔の彼女が隣で眠っていた。

　一年前に買ったマンションに、六年前に付き合っていた莉緒がいるのが現実味がなくて、まるで夢を見ているようだった。上掛けからのぞく素肌の肩を見て、昨日は強引にしてしまったと反省するが後悔はなかった。

　莉緒のさらさらの髪を一房手に取る。彼女は疲れたのかぐっすり眠っているようで起きる気配がなかった。

　六年ぶりに会った彼女の顔からは幼さが消え、立派な女性になっていた。再会した時、同姓同名の別人かと思ったくらいきれいになっていた。けれど笑顔があの頃のままだったので安心した。

　

　莉緒に出会ったのは、仕事で一番つらい時期だった。

　親の会社に入社し働き始めた時で、御曹司だからという理由で上司にはやたらと気に入られ何もしていないのに仕事の評価は勝手に上がっていった。一応コネ入社ではなかったはずだが、同僚が優遇されている孝士郎をよく思わないのは当たり前で、地味な嫌がらせを受けた。でも自分が選んだ道だ。負けるかと思いつつも挫ける時もあった。

　そんな時はコーヒーを飲んで心を落ち着かせていた。

　ほぼ毎日通っていたカフェにいたのが彼女だった。

　最初はなんとも思わなかったけれど次第に彼女の笑顔に癒されるようになっていた。

　そんな彼女から告白をされて、深く考えずにただうれしかったから受け入れた。実際付き合うようになってからはさらに彼女の素直さやたまに気が強いところ、我儘を言うところも可愛くて惹かれ、いつの間にか自分でも驚くくらい彼女のことを好きになっていった。大学生である彼女の交友関係も気になってしまい、年上の自分が嫉妬しているのは心が狭く思われそうでなんでも余裕のある顔をしていた。

　ただ仕事は相変わらずで、恋愛とうまく両立ができずに苦しんだ。そんな自分が嫌だった。と同時に莉緒も孝士郎に不満を見せるようになった。怒った顔も可愛いと思っていたが次第にここまで怒らせてしまう自分が情けなくなった。

　今のままの自分では彼女を傷つけるだけだと、別れを決断した。

　当時の自分が未熟すぎて、仕事が落ち着くまで待ってほしい思える自信も、伝えることもできなかった。

　だからずっと後悔していた。

　その後勤務地が変わったことによって仕事も人間関係も順調にいくようになり、恋愛をする余裕が出て女性と知り合うことがあっても『御曹司』という肩書は強く、地位や金目当てだということが透けて見えることも多々あり、深い付き合いになることはなかった。それよりなにより、莉緒のように深く惹かれる女性にも出会えなかった。彼女のことを心の片隅に残したまま海外に行くことになった。

　それから数年、また再会するとは想像もしていなかった。

「……莉緒」

　彼女の名をそっと呟くが、莉緒は無反応だ。

　寝顔は幼さを残していて愛おしい。孝士郎は彼女の額に唇を落とす。

　再会して、やっぱり彼女が好きだと思ったが彼女には『忘れられない人』がいるらしい。そのことを知った時、自分でも驚くほどの嫉妬心が燃え上がった。

　怒りや悔恨が混ざりに混ざって自分でもわけがわからなかった。

　どうやらその相手は恋人ではないらしい。前の恋人だろうか。

　それなら孝士郎にもチャンスはある。

　彼女を他の男に渡したくない。

　その思いだけだ。






03．戸惑いと葛藤と








　翌朝、良い匂いがして目が覚めた。

　すっかり熟睡していたみたいだ。目を覚ますと自分の部屋ではないことにすぐに気づいた。こんなに広くて寝心地の良いベッドなんて知らない。

　昨夜はまた孝士郎に抱かれてしまったのだと気づいて、ため息を吐く。『忘れられない人がいる』という理由まで作って拒否をしたのにだめだった。孝士郎にキスをされると何も考えられなくなる。それ以上のことも、彼は莉緒の気持ち良いところを熟知しているせいで、心も身体も言うことをきいてくれない。もっとしてほしいと思ってしまったら拒否ができなくなってしまった。

　このままでは彼のセフレになり、傷つくだけだとわかっているのに。

　ベッドから起き上がるが、隣に孝士郎がいない。

　その代わり部屋の外から物音が聞こえる。それから良い匂いも。

　ベッドから抜け出して部屋を眺める。グレーで統一されたシンプルな室内は物が少なく洗練されている。昨夜の記憶が正しければ、住んでいるのは高層マンションの上階だったし生活レベルの高さがうかがえる。昔から歳の差を感じていたけれど、同じ会社に勤めている今のほうが差を感じる。歳の差だけではない、仕事や考え方など、さまざまな所で差を突きつけられる。

　脱ぎ捨てられたはずの服は丁寧に畳まれてベッドサイドテーブルに置かれていた。莉緒はそれを取り着替え終えるとドアを開けた。

　そこはリビングとダイニングがあった。莉緒のワンルームの部屋よりも広いリビングと、さらにダイニングキッチンだ。良い匂いの元はもちろんキッチンで、その中央に孝士郎が立っていた。

「おはよう。起きた？」

「……うん。おはよう」

　昨夜のことなどなかったような爽やかな笑顔に騙されそうになる。絆されないぞ、と帰る覚悟を決めてリビングに足を踏み入れた。

「お腹減ってる？　朝飯作ったけど食べるか？」

「孝くんが!?」

　驚きのあまり大きな声が出てしまった。

「俺しかいないだろ」

　彼は笑って当然のように言うが、莉緒には信じられなかった。仕事ばかりで自分で料理をしたことがなかったような人だ。莉緒も料理は苦手だけれど彼はする気がないような人だった。そんな人が朝食を作ってくれるなんて。

　完璧すぎて太刀打ちできない。

「莉緒の口に合うかわからないけどね。洗面所自由に使っていいから、準備してきて」

「う、うん……」

　戸惑ったまま洗面所に案内され、顔を洗ったりメイクを直したりした。思ったよりも乱れていて、こんな姿で孝士郎と話をしていたのだと思うと恥ずかしくなった。

　身だしなみを整えてからキッチンに戻ると、孝士郎はまだ料理中だった。いい匂いに吸い寄せられる。

「何作ってるの？」

「普通だよ。オムライス」

「朝から豪華だね」

「朝って言ってももう十一時だぞ」

「えっ！」

　起きてから時間を確認していなかった。確かに部屋は日差しで明るいけれど、まだ九時くらいだと思い込んでいた。

「莉緒、すごい寝てたもんな」

「……見た？」

「もちろん」

　堂々と言われると恥ずかしがっているのがおかしいみたいだ。

「ほら、それよりもうすぐできるから座って待ってろ」

「……何か手伝うことある？」

「ないない。座って待ってて」

「……はーい」

　大人しくリビングにあるソファに座り待つことにした。ふかふかの座り心地が気持ちいい。

　少しするとお皿を持った孝士郎がソファの目の前のテーブルに食事を並べていく。オムライスと、野菜がたっぷり入ったコンソメスープだ。

「美味しそう！」

　オムライスはきれいな形に整えられている。卵の黄色とケチャップの赤が鮮やかだ。

「いただきます」

　手を合わせてスプーンを手に取る。さっそくメインのオムライスを一口分すくい、口に運ぶ。甘い卵と、コクのあるケチャップライスがちょうど良くて素朴な味だけどすごく美味しい。

「美味しいよ孝くん！」

「……よかった」

　孝士郎が優しく微笑む。その笑顔があまりに優しくて目をそらした。

「こ、孝くん料理も上手なんだね」

「まあ一人暮らしが長いからね。外食も飽きるし」

「そっか……」

　昔は自炊には興味なくてコンビニや外食ばかりだったのに、別れてから六年あればさすがに料理をするようにもなるのだろう。なんだか不思議な気分だ。

　オムライスもコンソメスープもすごく美味しくて話しながら食べていたらいつの間にかきれいに食べてしまっていた。孝士郎も自分の料理に満足しているらしく、「うまくいった」と満足げだった。

　食べ終えると孝士郎が食器を下げようとしたのでストップをかける。

「お皿は私が洗うよ」

「……いいよ、莉緒はお客さんなんだから」

「だめ！　これはやらせて！」

　なんでもしてもらうばかりでは性に合わない。

「わかったよ。ありがと」

　彼が許可してくれたことにほっとして、二人分の食器をキッチンに運び、洗い始める。キッチンをよく見てみるときれいに片付けられているのはもちろん、調味料なども多く、こだわりを感じた。女性が来ているのかとも思ったけれど、孝士郎の話を聞いている限り、彼が必要だから揃えているんだろう。仕事と同じようにとことん突き詰める性格らしい。

「なあ莉緒」

　洗い物をしていたら背後から声をかけられる。

「なに？」

「今日はどうする？　一緒に過ごそうか」

「っ！」

　唐突に後ろから抱きしめられて、耳元で囁かれる。低い声にぞくりとした。そして、この状況に気づく。何をのん気にごはんを作ってもらって、一緒に食べているのだろう。孝士郎が朝ごはんを作っているということに驚き、いつの間にかソファに座っていた。本当ならすぐにでも帰るつもりだったのに。

「だ、だめ。帰る！」

「どうして。今日休みだし一緒にいたい」

「だめ！　言ったでしょ。忘れられない人がいるって」

「うん、聞いたね」

　孝士郎の声の温度が下がる。耳元で囁かれているせいで肌が粟立つ。

「俺が忘れさせるよ？」

「……無理だってば」

「やってみないとわからないだろ」

「んっ」

　強い力に頭を引き寄せられ、唇が重なる。すぐに莉緒の唇をこじ開け、舌が入ってくる。濡れた音を立てて咥内を舐られ、激しいキスに眩暈がした。

「ぁ、や」

　身体から力が抜けるのを感じ、立っていられなくて孝士郎の服を掴んでいた。すると彼の手は莉緒の腰を支え、さらに引き寄せる。腰に硬いものがぶつかった。

「好きなくせに」

　彼の挑発的なセリフに、莉緒は理性を取り戻した。

「……っ！」

　孝士郎の身体を押し返し突き放す。彼は目を見開き莉緒を見ている。

「いいかげんにして！　もう帰る」

　靴を履いてドアノブに手をかける。

「その人のことがそんなに好き？」

　そう聞かれてぴたりと動きが止まる。でも莉緒には答えられない。

「……ごちそうさまでした！」

　莉緒は孝士郎の家を飛び出し、ドアを閉めた。エレベーターまで走るが彼が追いかけてきていないことを確認すると足を止めた。エレベーターに乗りこみ、二十五階から一階へと降りていく。その間ずっと胸はバクバクと音を立てている。

　キスをしたこともそうだけれど、まるでまだ莉緒のことが好きみたいな態度が許せない。

　一度振っておいて、あんなことを言う孝士郎のことが理解できない。キスをするのも、セックスをするのも、本当に理解できない。でも求められてうれしいのは悲しいかな事実だった。

　また彼を好きになって、あんなに苦しい思いをするのは嫌だ。

　セフレのような関係はもう終わりにしよう。

　

　週明け、朝一で孝士郎に資料を差し出された。

「秋山さん、この顧客の仕入れ先、変更なしで良いですか？」

　資料を受け取った莉緒は一つずつ確認していく。

「……はい。問題ないです」

「了解です。ありがとうございます」

　確認を終えると孝士郎はパソコンに向き直る。

　その後も孝士郎とは職場ではいつも通りだ。

　職場では変に声を掛けられることはない。普通の、同僚としての会話ばかりで、淡々と仕事をこなす日々だ。さすが大人というべきか、悔しいくらい平然としている。でもこれでいいんだと自分を言い聞かせる。孝士郎のことはもう好きになっても無駄だ。もう二人きりで会うこともやめたほうがいい。

　再会して、話をするのが楽しくて浮かれていたけれどその流れで二度も寝てしまったのでさすがに三度目はだめだ。

「柏原くん、ちょっと」

「……はい」

　仕事中、課長に呼ばれ孝士郎が席を立つ。そこまでは特に気にしていなかった。けれど課長の席で話をしている二人の様子が不穏になり、気になってしまった。

「今謝罪の連絡をします。申し訳ありません」

　孝士郎が深く頭を下げる。何か悪いことでもあったのかと嫌な予感が広がる。孝士郎が課長のもとを離れると、「……これだから」と課長の呟きが聞こえた。わざと聞こえているように言っているみたいだ。

　彼は部内で唯一孝士郎のことをよく思っていないという噂は耳にしたことがあった。現に課長は孝士郎の歓迎会に唯一参加していない人だ。でも孝士郎はそんなこと気にしていない様子で席に戻りパソコンのキーボードを打つ。

「どうしたんですか？」

「……仕入れ先の変更が反映されていなくて」

　確認すると、莉緒が孝士郎に引き継いだ顧客だった。

「っ！　ごめんなさい、私のせいです」

「いや、大丈夫です。今連絡します」

　孝士郎は莉緒と目を合わせず、受話器を手に取った。さっそく謝罪の電話をするらしい。迷いがないその動きは早すぎて見ていて心配になるくらいだった。

「……申し訳ございませんでした。はい、はい……すぐに伺わせていただきます」

　神妙な面持ちで電話を切ると、カバンにパソコンを詰めて孝士郎は席を立った。

「すみません、今からクライアントに行ってきます」

「え、一人で？　部長は……」

　大きなインシデントが起こった場合には上司の指示が必要だ。けれど今部長は会議中だ。急を要する今は呼び出している時間もないだろう。

「チャットとメールで報告済なので大丈夫です。いってきます」

「え、柏原さんっ！」

　この短時間でクライアントに謝罪をして、同時に部長に報告をしていたとは思えない。でもそのメールのＣＣには莉緒も入っていてやりとりが届いている。実際にできているのだから信じがたい。

　周囲が唖然としている間に孝士郎が慌ただしく出て行くと、オフィス内が急にシンと静まり返る。

「やっぱり御曹司ってだけで無能かあ」

　孝士郎がいなくなった途端課長は声を大きくする。他の社員は何も言わないのでそれはやけに目立ち、莉緒は我慢できずに立ち上がった。

「私の引継ぎミスです。彼は悪くありません」

　言い返す人がいると思っていなかったのか課長は絶句して莉緒を見ていた。何も言い返してこないので莉緒は自分の資料を見直すことにした。すると資料が古いもののまま更新されていなかったことに気づく。修正したはずなのに、きちんと修正されていなかった。完全に莉緒のミスだ。頭を抱えるが、孝士郎は謝罪に行ってしまったので今莉緒にできることはない。

　罪悪感に押しつぶされそうになりながら、彼の帰りを待つことになってしまった。

　

　昼休みの直前、孝士郎が戻ってきた。思ったよりも早い戻りに部内のみんながざわついた。

「戻りました」

　カバンを置くとすぐに部長と課長の元に行く。謝る隙もない。

「部長、課長。クライアントへ謝罪に行ってきました。電話でも説明しましたが、今回は仕方がないとご容赦いただきました」

「そうか、よかった」

　すでに到着前に孝士郎から電話があったらしく、部長は冷静なままだ。

「それから新しい案件をいただきましたので、その資料です」

　聞き耳を立てていた社員たちがざわつく。

「謝罪に行ったら手土産をもとに話が盛り上がってしまって……。取引先が二件ほど増えそうなのですが問題ないでしょうか」

「もちろん」

　いつの間にか報告済みらしく、部長は戸惑いも見せずうれしそうで、課長は悔しそうな表情を浮かべている。

　どうしたら謝罪に行って逆に仕事を増やすことになるのか、さっぱり理解できない。

「詳細は午後の会議にてお話させていただければと思います。会議設定します」

「ああ、よろしく」

　簡潔に話を済ませデスクに戻り息を吐いた孝士郎に、様子を見つつ声をかけた。

「柏原さん、申し訳ありません。私の伝達ミスでした」

「……いえ。重大なインシデントにはならずに済みそうなので、大丈夫です」

　孝士郎はいたって冷静だ。ミスをした莉緒のことを責めることもしない。それが逆に莉緒を苦しめた。

「ただ、今後も同じようなことが起こり得ると思いますので、引継ぎのフローやテンプレートについては見直しませんか」

「……はい。ありがとうございます」

　人を責めるのではなく原因となったものを考え直そうとするのは大事だ。彼は上司としての資質もありそうだと罪悪感が残る頭で考えていた。

「でも、謝罪に行ってさらに仕事までとってくるなんてすごいですね」

「たまたまですよ」

「課長は大丈夫でした？」

「まあ、ああいうのは慣れてます」

　孝士郎は苦笑した。

「それよりさっそくフロー見直しましょう」

「あ、はい！」

　孝士郎の仕事に対する姿勢は驚くばかりだ。ミスや時間も無駄にはしない。すぐにミーティングに入り、ミスの原因と対策を二人で考えた。会議が終わるとまとめたものをすぐに部長に提出していて、彼の仕事の速さに感心すると同時に見習わなければと気を引きしめた。

　

「お疲れ。さっきすごかったな」

　怒涛の午前中を終え食堂でランチをとっていると、同じくランチトレイを持った古賀が莉緒の正面に座った。

「お疲れさまー。さっき？」

「柏原くん」

「ああ、うん……私のせいで申し訳ないよ」

　思い出しては胸がちくりと痛む。孝士郎は切り替えていたし結果問題にはならなかったが、それは彼のおかげだ。ミスしたことに変わりは無い。

「いや、ミスは誰にでもあるし、起こった時の対処が重要だろ。柏原くん完璧だったよな。しかも仕事までとってきて」

　ついさっきのことなので古賀はなんだか興奮している様子だった。確かに莉緒も感動しっぱなしだったけれど当事者だったために罪悪感や反省も混じって、孝士郎の凄さに集中できなかった。

「やたら褒めるね」

「さすがにね。あれは男から見てもかっこよかったわ」

「……確かにね」

　孝士郎が褒められると、なぜか莉緒のほうがうれしくなってしまう。彼の仕事ぶりは部内でも好評で、女性社員がはしゃいでいるだけでなく本気で見とれているのを見かけ複雑でもある。

「あ」

　正面にいる古賀が莉緒の背後に視線を向けたので莉緒も振り返ると、ランチトレイを持った孝士郎が立っていた。

「お疲れさまです」

「噂をすれば」

　すっかり孝士郎の印象が良くなったのか、古賀もどこかフレンドリーだ。

「え、俺の話してたんですか？」

　孝士郎は自然と莉緒の隣に座った。緊張するけれど今はただの同僚だ。動揺を顔には出さないように気を付けた。

「そうそう。さっきのミス対応すごかったなって」

「あー……まあミスはつきものなので慣れましたね」

「俺はいまだにパニックになるけどなあ」

「古賀くんはめったにミスしないでしょ」

　彼がミスをしているのは見たことがない。莉緒だってめったになかったのに昨日やらかしてしまって、少し凹んだ。

「秋山だってめずらしいミスだろ」

「うん……」

「二人は仲良いなあ。うらやましいです」

　笑顔で莉緒と古賀を見る孝士郎だが、なんとなく上っ面な感じがした。きっと莉緒しか気づいていないことだ。

「そういえば古賀さん、社内に彼女いるって本当ですか」

　仕事の話をしていたはずなのに孝士郎は突然恋愛の話を投げかけてくる。

「え、誰に聞いたんだよ」

「秘密です」

「古賀くん、今の彼女と長いよね」

「まあね」

　古賀は照れくさそうに答える。

　同期だからか彼の恋愛の話はよく聞いていたので、今付き合っている人とうまくいっているようでよかった。

「柏原くんのレベルだったらより取り見取りなんじゃないですか？」

「そんなことないですよ」

　古賀がからかい混じりに言う。莉緒もその通りだと思うので彼に恋人がいないことはいまだに信じられない。

「そういえば秋山も、社内に付き合ってる奴いるって噂になったことあったよな」

　まさかの莉緒に話を振られ、思考が固まる。しかもいつの話をしているのか。

「あーあれね……」

　言われなければすっかり忘れていた。

　企画部の男性に告白された時のことだ。何度か会社全体のパーティーで話をしたことがある程度の男性だったが、社内で告白をされた場面を誰かが見ていたらしく、少し噂になったことがあった。けれどただ一社員の噂だ。すぐに消えたし、さらにその男性は退職したので覚えている人がいるのがめずらしいくらいだ。

「秋山は仕事が恋人ってイメージ強かったからびっくりしすぎて覚えてるんだよな」

「……へえ、そうなんですね」

　隣にいる孝士郎の声が低くなり、なんとなく横を見ることができない。

「その人とは付き合ってたんですか？」

「……いえ。ただの噂ですよ」

「秋山もいい奴なのになあ」

　古賀がしみじみ呟く。莉緒は自分の恋愛の話はあまりしないので、社外に彼氏がいたことも話してはいない。それに恋愛よりも仕事優先な部分もあったので、彼氏がいないと思うのは当然だろう。

「俺の彼女の知り合いとか、誰か紹介しようか？」

「え、いいよそんな！」

　ランチにする話ではない。莉緒は両手を振って大げさに遠慮した。実際紹介されても困るし、残念ながら彼氏がほしいとも思っていない。

「俺も紹介しましょうか」

　古賀につられて孝士郎もそんなことを言い出す。にっこり笑っている表情がなんだか怖い。

「……い、いえ大丈夫です」

　その時、トン、と足を蹴られた。蹴られたというよりはぶつかった、というくらいの衝撃だったけれど犯人は隣にいる孝士郎だろう。ただぶつかったにしては怪しい。でも古賀がいる今、反応することはできない。

「まあ秋山にもいい奴が見つかるって」

「う、うん……」

　一方的に話を終え、ちょうど食べ終わった古賀はトレイを持って席を立つ。この流れで孝士郎と二人きりになるのは避けたかったので莉緒も席を立った。すると孝士郎も立ち上がる。

　そのまま三人で食堂をあとにすると、古賀は喫煙室に行くと解散した。二人になってしまったけれど、さすがにいろんな人とすれ違う場所で変な話はされないだろうから、今度は安心して一緒にエレベーターに乗った。けれどよりにもよって二人きりだった。営業部の階数を押すが、孝士郎はそれを取り消し、最上階のボタンを押した。

「え、なに」

「秋山さん」

「……はい？」

「忘れられないのは、元カレ？」

「……っ」

　社内のエレベーターで話す内容ではない。誰もいないからまだ良いものの、戸惑いを隠せない。

「それとも噂になったっていう社内の男？」

　莉緒の戸惑いを無視して孝士郎は続ける。

「か、関係ない！」

　莉緒が声を荒げた時、ちょうどエレベーターが最上階に到着した。会議室のある階だ。

「ちょっとこっち」

「えっ」

　手を引かれるままエレベーターを降り、会議室内に入る。今は昼休みだから利用者はいないのだろうけれど、誰かに見られる可能性はあるのに。

　孝士郎が社内でこんなことをすることにも驚いていた。会社には私情を持ち込まない人だと思っていたのに。

「んっ……」

　会議室に入るなり腰を引き寄せられ、唇を塞がれる。社内でのキスは背徳感と罪悪感が混ざり合い、妙に興奮してしまった。そんな自分が嫌で、理性をかき集めて彼を突き放した。

「やめてよ。もう孝くんとはしない！」

　職場なのについ昔の呼び方をしてしまった。

　孝士郎の視線が鋭くなる。

「じゃあ、忘れられないって人を教えてほしい」

　真正面からじろりと睨まれる。その勢いにたじろいでしまう。

　目の前にいる人です。

　なんて言いたいけど言えない。

「……秘密」

「じゃあ、どういう人？」

「……しつこいなあ」

　孝士郎は引き下がる気配がない。いつかもこんなことがあった。莉緒はどうしても答えなければいけないらしい。莉緒は目の前の人を見つめながら考える。忘れられない人は、かっこよくて、優しくて、たまに意地悪だ。それから莉緒を苦しめる人。

「元カレで、優しかった人！」

　嘘を吐いてもよかったけれど、それは性に合わない。莉緒はぎりぎり嘘ではないことだけを伝えた。

「その人がそんなに好きなんだ。どうして？」

　孝士郎の質問は、莉緒の心に刺さる。

「……そんなの、私もわからないよ」

　本心から、声が小さくなる。

　莉緒もどうしたらいいかわからない。忘れたはずだったのに、忘れたいのに、再会してしまって、キスをして、身体を重ねる関係になってしまった。

　再会してから惹かれるまでの時間はあっという間だった。あんなに好きで、嫌で別れたんじゃない相手なのだから当然といえば当然だ。

　でも、セフレという関係は望んでいない。

　考えれば考えるほど悲しくなって空しくなる。

「孝くんには関係ないことだよ」

「……あるよ」

　ちくりと胸が痛む。

　どうしたらいいのか自分でもわからない。

「もう放っておいて！」

　莉緒は逃げるように会議室を出て走り去った。

　さすがにフロア内で引き留めるようなことはしないだろうけれど、なんとなくエレベーターに乗ることはできなくて昼休みが終わるまでに女子トイレにこもっていた。

　孝士郎の行動理由がわからない。

　どうして莉緒の忘れられない人がそんなに気になるのか。元カノのことなんて放っておけばいいのに。セフレのような存在にしたいのかと思っていたけれどそうでもないのかと期待したくなってしまう。

　でもそんなことを考えていたらまた傷ついてしまう。

　もうあんな思いをするのは嫌だ。







04．告白








　あれから何度か孝士郎から連絡があったり食事に誘われたりしたけれど、すべて断っていた。何か聞かれると『忘れられない人がいる』と主張して逃げた。誰だと聞かれたら困ってしまうが、誘いを断るちょうどいい口実になっていた。

　何度かそれを繰り返していたら、ぱたりと誘われなくなったので安心した。

　寂しい気持ちには気づかない振りをした。

　

　予定のない土曜日、今日は何をしようかと朝の家事を済ませた時に、スマホが鳴った。何気なく確認すると、孝士郎からメッセージが入っていて、久しぶりの連絡に鼓動が跳ねた。

　いったいどんな連絡だろうと恐る恐るメッセージを開く。

　――風邪ひいた。

　短い一言が入っていた。

　確か昨日は元気だったはずだ。どの程度の風邪なのかわからないけれど心配だ。莉緒は、熱はあるのかと聞こうと文章を打った。けれど送信前に我に返る。

　今莉緒は孝士郎と距離を取ろうとしている。そんな状況でまた孝士郎に構ってしまったら元通りになりそうだ。冷静に考え、莉緒は今まで打った文章を削除していく。

　――お大事に。

　ぐっとこらえてそれだけ送ると今度は電話がかかってきた。少し迷って通話ボタンを押す。

「……もしもし？」

『たすけて』

　弱弱しい声に決意がぐらりと揺れる。

「……熱があるの？」

『わりと』

「病院は？」

『土曜だし、行ってない』

　時計を見るともうすぐお昼だ。まだやっていそうなものだけど動くのもつらいのかもしれない。

『休みの日に悪いんだけど、飲み物とか買ってきてくれないか』

　孝士郎が風邪をひいたところなんて見たことがない。だから余計にこんなに心配なんだろう。ただの同僚だったらこのまま飲み物や食べ物を買って顔を見に行ったのに。莉緒と孝士郎はただの同僚でも、ただの元恋人でもないおかしな関係だ。莉緒はもう孝士郎と距離を取ろうと決めてしまった。メールも電話も無視すればよかったのに、さすがにできなかった。

「……悪いけど、無理」

『予定があるか？』

「ううん。孝くんの家には行けない」

　風邪の人を相手にひどいことを言っているのは重々承知の上だ。でもここで莉緒が彼の元へ行くわけにはいかない。

『俺も莉緒に連絡したらだめだよなって思ったんだけど、他に思いつかなくて』

「他に友だちとかいるでしょ？　それに、会社の女の人なら喜んで来てくれるよ」

『莉緒以外は嫌だ』

　熱があるくせに頑なだ。でも揺れている自分がいた。孝士郎なら誰だって呼ぶことができるはずなのに、莉緒を選んだという事実は少なからず莉緒を喜ばせた。

「……わかった、行くよ。でも買ったもの渡したらすぐ帰るからね」

　看病もしたいけれど、さすがにそこまではできない。莉緒なりの妥協案だ。

『……ありがとう。助かる』

　孝士郎の優しい声が響き、電話を切った。

　すぐに出かけるために着替えて軽くメイクをした。その間に孝士郎から家の場所の連絡が来た。前にも行ったことがあるのでだいたいわかるけれど近くにスーパーがあるかは覚えていないので、莉緒の家の近所でスポーツドリンクや一人でも食べられるように冷凍うどんやゼリーをたくさん買った。

　マンションは案外近く、莉緒が家を出てから到着までに一時間もかからなかった。

　マンションの入り口でインターホンを押し、開けてもらうとエレベーターで二十五階まで上がった。その間も孝士郎のことしか頭になかった。

　到着した部屋の前でインターホンを何度か押す。少ししてドアが開いた。

「孝くん、大丈夫？」

「……入って」

　ドアの隙間から見えた孝士郎の顔色はそこまで悪くはなさそうでとりあえずほっとした。

「ううん。これ渡したら帰るから……きゃっ！」

　ドアの隙間から腕を引かれ、部屋の中へと連れ込まれる。その力の強さに違和感を覚えつつ、孝士郎を見上げた。するとすぐに視界が真っ暗になる。

「孝くん？」

　孝士郎に抱きしめられていた。

　そんなに不安だったのかと胸が痛くなる。

「やっと二人になれた」

　孝士郎は的外れなことを言う。

　身体を話した孝士郎を見上げると、彼はいつもの爽やかな顔で笑っていた。

「え？」

　熱のある人の顔ではない。莉緒が呆然としていると、また目の前が暗くなる。

「ん、んぅ」

　唇を塞がれて、驚きが上塗りされた。熱があるにしてはそこまで熱くはない唇。舌先に唇をこじ開けられ、咥内へと侵入する。それどころではないはずなのに甘い疼きに腰が震え、身体が勝手に熱くなる。孝士郎の手が莉緒の腰を抑え、引き寄せる。密着が深まるとキスも深くなる。舌の根を吸われ、眩暈がする。思考がとろけ、何も考えられなくなってしまう。

　彼の下腹部の熱がぐっと押し付けられ、ようやくハッとした。

「……ま、待って、孝くん！」

　理性をかき集め、孝士郎の身体を押し返した。

「ん？　なに」

　熱があるはずの孝士郎は平然としている。むしろキスを中断されて不満そうなほどだ。この顔を見て莉緒はようやくはっきりと思い至る。

「もしかして、風邪って嘘だったの？」

「こうでもしないと莉緒と話せないから。莉緒の家知らないし」

　彼は悪びれもせず言う。

「また嘘ついたんだ。……ひどい」

　手に持っているビニール袋がガサガサと音を立てる。

　本気で心配して、何が必要かしか考えてなくて、到着するまでに倒れてしまったらどうしようと怖かった。それなのに孝士郎は平然としている。

「……心配したのに」

「ごめん、ありがとな」

　孝士郎が莉緒の頭を撫でようと手を上げる。頭にさわれられる前にそれを払った。

「……そんなにエッチがしたいの？」

「え？」

「元カノだからって気軽にセフレになったりなんかしないよ」

　孝士郎の行動理由がわからなくてさんざん考えたけれど、結局こういうことなのだと結論に至った。

「ちょっと待って。莉緒、なんか勘違いしてる」

「私を振ったくせに、何でもない顔して抱きしめてキスして、セフレにしたいんでしょ？」

　振った相手にする行動ではない。

　仕事に一生懸命なのは変わらないけれど、他の部分が変わってしまったみたいだ。失望よりも悲しかった。莉緒が勢いよく孝士郎を責めても、驚きはするものの言い返したりはしない。その代わりなぜか微笑んだ。

「莉緒はバカだな」

「……なに、それ」

「俺がセフレなんか作ると思うか？」

「現に今だって私を呼び出したでしょう？」

　呼び出すなりキスをして、それが目当てだと思うのが普通じゃないのか。孝士郎とそんな関係は望んでいないし、莉緒の気持ちを踏みにじられているようで腹が立つ。

「……いや違う。俺が言いたいのはそういうことじゃない」

　孝士郎は首を振った。独り言のように呟く。

　すう、と息を吸って、吐き出す彼をじっと見ていた。

「莉緒のこと、また好きになった」

「……え」

　信じられない言葉に目を見開いた。昂ぶっていた感情はすっと落ち着いていた。孝士郎の目はまっすぐ莉緒を見つめていて、真剣だった。

「別れてからもずっと莉緒のことは後悔してた。俺が仕事と莉緒を両立できなくて、逃げたから」

　初めて聞くことばかりで頭がうまく働いていない。後悔してた、なんて振った本人のセリフだろうか。

「だから再会できてうれしかった。嫌われてるだろうから本当は口説くつもりもなかったんだ。でも莉緒と話してたら楽しくて可愛くて、好きだと思った。だからこそ莉緒と二人でいると我慢できなかった」

　莉緒は孝士郎から視線を外さずじっと見ている。孝士郎も、目をそらさず莉緒を見つめていた。それが嘘を吐いていないという証拠なのだろうか。

「身体だけじゃない。俺は莉緒の心ごとほしいんだよ」

　まさかそんなことを言われるなんて思っていなかったので、ゆっくりと自覚していく。

「なんで、振ったのは孝くんなのに」

「……ごめん。当時は余裕がなかった。でももう同じことは繰り返さないし、ちゃんと莉緒を大事にするから」

　真摯な言葉にじわりじわりと、喜びが胸の中に広がっていく。

　私も。と言おうとして口を開くも、思い留まる。

「忘れられない人がいるってわかってるけど、諦められなくて、俺のものにしたかった」

　すっかり忘れていた『忘れられない人』の存在。

　嘘を吐いてはいないけれど、孝士郎にとっては嘘を吐いているようなものだ。今さら正直に話したら今度こそ嫌われるかもしれない。せっかく好きだと言ってくれたのに、また振られたら今度こそ立ち直れない。忘れられない人こそ孝士郎だったのだと説明をしたいけれど、混乱している今の状態ではうまく説明できる自信がない。

「わ、私……」

　うまくまとまっていないけれど莉緒は口を開いた。なのに続きが言葉にできない。

「……そりゃあ困るよな」

「え」

　莉緒がぐるぐる考えている間に孝士郎はどういう結論に至ったのか、寂し気な顔で微笑んだ。

「来てもらってごめん。嘘ついたことも謝る」

「あの、孝く」

　莉緒はまだ伝えきれていない。

「そんな顔するなって。振ってくれていいから」

　孝士郎はすでに諦めているような口ぶりだ。莉緒にいろんなことをしておいて、告白をしたらもうすっきりしてしまったのか、諦めるつもりみたいだ。

　どう伝えようかと迷っていたら孝士郎の家の中からインターホンの音が聞こえた。

「……お、お客さんだよ」

「そんなの今はいい」

　一度無視した音だけれど、二度三度と鳴り続ける。さすがに出なければいけないと思ったのか、孝士郎は「そこにいろよ」と言って莉緒から離れ、インターホンに出た。

　孝士郎が来客の相手をしている間に時間が稼げると思った。どうしたら誤解なく伝えられるかを、頭をフル回転させ必死に考える。

『柏原さーん』

　けれど、女性の声に莉緒の思考は止まってしまう。

『来ちゃいました。開けてくださーい』

「……いやいや」

　孝士郎は明らかに困った素振りを見せ、チラリと莉緒に視線を向ける。目が合って、ああ邪魔なんだと思った。告白に対してどう返そうかと真剣に考えていた自分がバカみたいだ。きっと莉緒のような女性が何人もいるんだ。

「なんだ。他の女の人もいるんだ」

「いや、この人は違う」

　孝士郎はやけにはっきり答える。でもこの状況はどう考えても疑わざるを得ない。莉緒が来ない時のための保険だったのだろうか。もしくはその逆か。どちらにしても孝士郎への信用度は落ちた。

「私は、もう無理」

　このみじめな状況に涙が出てしまいそうになったので莉緒は彼の気持ちから逃げる答えを出すしかなかった。

「……」

　孝士郎は黙り込む。

　莉緒の気持ちは固く決まっていることを察してくれたらしい。

「じゃあ、帰るね」

「……ああ。買ってきてくれたものいくら？」

「いらない」

　今の状況でこの場に留まることはできない。

「さすがにそれはできない」

　孝士郎が後ろポケットから革財布を取り出し、札を数枚取り出し莉緒に差し出す。明らかに値段以上の金額だ。

「こ、こんなにいらないよ」

「悪いのは完全に俺だから。受け取って」

「……わかった」

　孝士郎に背を向けて玄関を出る。

「……気をつけて」

　背後から切ない声が聞こえた。

　莉緒は泣きそうになりながらエレベーターで降りていく。

　エントランスを通った時にきれいな女性を見かけたので、もしかしたらさっきの声の主かもしれない。女性から目をそらすようにマンションを出た。

　再会してからもっとはやく素直になっていればよかったのか、わからない。

　泣きたいのに、涙は出てこなかった。

　

　

「秋山さん、この得意先に持っていくお土産なんですけど……」

「はい。ああここのお菓子は和菓子が良いですよ。特にモナカは喜ばれます」

「なるほど、ありがとうございます」

　用件を終えると孝士郎はパソコンに向き直り仕事を再開する。莉緒も同じくパソコンの画面に視線を戻す。

　孝士郎のまさかの告白から数週間経過したが、すっかり同僚に戻っていた。

　莉緒は孝士郎に自分の気持ちを伝えることができず、孝士郎も莉緒には『忘れられない人』がいると思い込んだままだ。あの日、諦めると言っていたのできっとそういうことなのだろう。

　彼の中ではもう終わったことなのだろうか。莉緒はまだずっと引きずっていた。

　タイミングが良いのか悪いのか、引き継ぎは無事終了し、会社でも孝士郎と話す時間は短くなっていた。お互い忙しいことと外回りもあるので、顔を合わせない日すらあるくらいだ。

　莉緒の担当する取引先は減ったが、それに伴い新しい案件を任せられるようにもなり、結局仕事量は増えている。毎日残業なのは変わらない。でも今はこれでよかった。余計なことを考えずに済む。

　時計が八時を回ったところでそろそろ帰ろうかと悩み始める。今日は終日隣のデスクの孝士郎が不在だったので気が散ることなく、仕事が進んだ。今日のところは帰ろうと決めた時、フロアのドアが開いた音がした。

「あれ、秋山さんまだ残ってたんですね」

「……柏原さん。お疲れさまです」

　まさか孝士郎が戻ってくるとは思っておらず、動揺で声が揺れた。今日は終日外回りの予定だったので、てっきり直帰だと思っていた。カバンからパソコンを取り出しデスクに置く。電源を付けたのでまだ仕事をするつもりらしい。

「秋山さんに教えてもらったモナカ、クライアント喜んでくれましたよ。ありがとうございます」

「よかったです」

　今はフロアに二人きりだ。でも孝士郎の態度は変わらない。前のような口調に戻ることもないし、名前を呼ばれることもない。これでよかったんだと思うのに寂しさは拭えない。

　告白をされた日に莉緒がちゃんと伝えていればよかったのかと未だに悩んでいた。けれど日が経つにつれて言い出せなくなっていた。今さら何を言うのだと思われそうで怖い。

「まだ残るんですか？」

「はい。柏原さんに引き継いでかなり楽になったはずなんですけどね……。効率が悪いのかな」

「どこに時間かかってます？」

「うーん……資料作りとかですかね」

　お互いなんでもない同僚としての顔で会話をする。それも妙に寂しい。

「秋山さん、人に任せるとかしてます？」

「……ほとんど自分でやっちゃってます」

「だめですよ。簡単なものは人にお願いしないと、自分ばかり大変になりますよ」

「それが苦手で……」

　昔から仕事を人にお願いするのは苦手なことだった。さすがに事務の人にお願いしないと手が回らないのでお願いするようにはしているけれど、自分一人でやってしまうこともある。

「まあわかるけど。莉緒は頑張り屋だもんな」

　突然名前を呼ばれ、ぽかんと孝士郎に目を向ける。すると彼もハッとした表情を見せた。

「……あ、すみません」

　孝士郎は目を泳がせ、莉緒から視線をそらす。まだ名前を呼んでくれるんだとうれしくなってしまった。二人の関係は終わったはずなのに。

「……孝くん」

　莉緒も小さな声で名前を呼んでいた。

「え？」

「……なんでもない」

「なんだよ」

　お互いくすりと笑い、無言で見つめ合う。

　やがて孝士郎の手が莉緒の肩にふれ、ゆっくり近づく。甘い雰囲気に鼓動は早鐘を打つ。キスをしてしまったらまた元通りになってしまうのに彼から目が離せない。息がふれそうなほど近づき、唇がふれるまで数センチ。そこで孝士郎がぴたりと止まった。

「近づくとだめだな、ごめん」

　孝士郎は身体を離して立ち上がる。慌てるようにカバンを手に取った。

「じゃあ俺帰ります」

「……あ、はい」

「お先に失礼します」

　そっけない口調の孝士郎はそのままフロアを出て行った。莉緒はまだ激しく鳴り続ける鼓動を落ち着かせながら、彼の背中を眺めながらため息を吐いた。

　孝士郎がたとえ変わってしまったとしても、結局まだ彼のことが好きなのだと自覚しただけだ。

　

　

　朝から外回りの帰り、きれいな受付嬢に迎えられながらオフィスに戻る。

「おかえりなさい」

　きれいな角度のお辞儀に莉緒も会釈をした。

　会社に戻った頃にはちょうどお昼になった。歩き回って足がくたくただ。そんな疲れも彼の顔を見た瞬間どこかへ行ってしまった。

　同じく外回りから帰ってきたのか、孝士郎が受付に立っている。それだけではなく、カウンター内にいる受付嬢と談笑していた。

「え、本当ですか」

「はい。すごくおいしいのでそこに行きましょう」

　孝士郎と受付嬢の会話の一部が耳に入る。孝士郎はコミュニケーション能力が高いので、さまざまな部署に知り合いがいるようだ。外回りの多い営業は受付嬢と顔を合わせることも多いので仲良くなる人がいるのは必然だろう。

　さすが受付嬢をやっているだけあってきれいな女性で、孝士郎と一緒にいると絵になる。恋人同士だと言われたらみんな信じてしまうだろう。

　少し気になったけれど立ち止まるのは不自然なので通り過ぎるしかなかった。

　

　営業部のフロアに入ると、ちょうどお昼休憩だったらしく空いているデスクが多く、まだお弁当を食べている人もちらほらいた。

「戻りました」

「秋山さんおかえりー」

「もうほんと悔しい！」

　同僚女性が出迎えてくれたが、営業事務の女性の声でかき消される。大声というわけではないけれど静かなフロアにはやけに響いた。

「……何かあったんですか？」

　女性数人が集まって話をしているみたいだ。

「ああ、柏原さん彼女ができたんだって」

「えっ」

　思わぬ報告に莉緒は言葉を失う。

「部内で噂になってるよ。受付嬢の子だったかな。だからみんな大荒れ」

　道理で、飲み会の時にはしゃいでいた女性たちが固まって盛り上がっていると思った。

「お似合いなのがさらに悔しい！」

　一人の女性が声を上げる。

　彼女は特に孝士郎に熱を上げていたらしい。

「受付嬢、ですか」

　つい先ほど受付嬢と話をしている孝士郎を見かけた。彼女がその相手だったということだろうか。確かにお似合いだと思ってしまった。まさか本当に恋人になっているなんて。そういえば、マンションで話していた時にすれ違った女性に似ている気がした。顔ははっきり見ていないので覚えていないけれど、可能性はある。莉緒と同時進行で口説いていたんじゃないかと考えてしまい、嫌な感情が胸に広がった。

「秋山さんのほうがいいコンビだと思うけどね」

「……はは」

　想定外のことを言われ、どう答えたらいいかわからず笑うしかできなかった。

「息合ってたし。まあ御曹司の相手は家柄も大事か～」

「お相手は良いところの方なんですか？」

「そうみたい。お偉いさんの娘だとか。詳しくは知らないけどね」

　そこまでみんな知っているのかと驚きだ。どこから情報を仕入れるのだろう。孝士郎と話をしていた受付の女性がその噂の彼女なのだとしたら、確かに品もあった。お偉いさんの娘だと言われたら納得してしまうほどだ。

　胸がズキズキと痛む。

　離れることを決意したのは莉緒なのにどうしてこんなに苦しんでいるのか自分でも理解できない。

　昼休み終了のチャイムが鳴っても彼女たちは仕事を再開しようとしない。莉緒は営業事務に依頼したい仕事があるので話しかけにくいが、声をかけるしかないと席を立つ。

「戻りましたー」

　その時、孝士郎の声がフロアに響いた。

　あれだけ騒がしかったのに孝士郎が戻ってくるとフロア内は急に静まり返る。みんな何事もなかったように仕事を始める姿がおもしろくなってしまった。無事事務の女性に仕事を頼みデスクに戻ると、孝士郎はキョロキョロしていた。何かを感じ取っているのだろうか。

「……なにかありました？」

「いえ別に」

　立ち上がったままの莉緒に聞いてきたが、そっけない答えになってしまった。

　孝士郎の噂を平然と聞いていたが、彼に彼女ができたことは心に影を落とす出来事だった。あれだけ離れようと思っていたのは自分なのに、未練があるのも自分自身だ。

　孝士郎に受付嬢の彼女ができたという噂は、一気に広まっているらしく、営業部以外のフロアでも耳にすることが多かった。お手洗いや通路で女性数人が立ち止まり、小声で話しているのが耳に入った。

　そのたびに胸が痛んだ。傷ついても無駄なのにすでに後悔してしまっていた。

　

　その日はさすがに残業をする余裕もなく、三十分程度で切り上げてしまった。あのまま会社にいても集中できないだろうし、仕方が無い。そういえば同じく残業が多い孝士郎も定時の時にはすでに居なかった。彼が離席していてほっとしたので覚えていた。

　今日は早く帰ってなにか美味しいものでも食べようと、エレベーターに乗り込む。するとドアが閉まる直前入ってきた人がいた。

「あ、お疲れさまです」

　莉緒一人のエレベーターに入ってきたのは孝士郎で、目が合った瞬間鼓動が跳ねる。

「……お疲れさまです」

　今孝士郎に会いたくなかった。しかもエレベーターに二人きりだ。定時を少し過ぎているのでちょうど人がいないのだろう。タイミングを間違えてしまったかもしれない。

　莉緒はボタンの前に立ち、反対側に立つ孝士郎と目を合わせないようにした。今何か話をしたら溢れ出してしまう気がした。

「……秋山さん、大丈夫ですか？」

「え？」

　突然何を言うのかと、思わず彼に視線を向けてしまった。目が合ってしまいすぐにそらす。

「体調悪い？」

「あ、いえ大丈夫です」

　まさか孝士郎と彼女のことを考えて落ち込んでいるなんて言えない。それでも莉緒の変化に気づいてくれたのだとうれしく思ってしまう自分が諦められていないようで腹が立つ。

「柏原さん、めずらしく帰り早いですね」

「ああ、飲み会があるので。それを言うなら秋山さんも」

　さらっと言った言葉は聞き逃さなかった。聞こえなかったならよかったのに。

　営業部でも飲み会はないので個人的なものだろう。もしくは、噂の彼女とのデートか。

　もやもやしているうちにエレベーターは一階に到着する。

「じゃあ、お疲れさまでした」

　エレベーターを降りて彼に会釈をされた。一緒に帰るつもりはないと主張されているようだった。そのまま離れて行ってしまう。孝士郎との関係は終わった。このままただの同僚として付き合っていくしかない。一緒に話した思い出も消すだけだ。

「……っ」

　自業自得だとわかっているのに、そんなの嫌だと、心が叫んでいた。

　莉緒は走り寄り、背後から孝士郎に抱き着いていた。

「……うわっ」

　孝士郎が驚きの声を上げる。

「ど、どうした？」

「行かないで」

「え？」

　こんなことをして恥ずかしい。離れようとしていたのは莉緒のほうなのに、今度はすがりついてしまっている。でもどうしても彼に行ってほしくない。

　もう新しい彼女ができてしまったかもしれないけれど、もう遅いかもしれないけれど、どうしても嫌だった。まるで六年前の我儘な自分に戻ったみたいだ。

「あの人とごはんなんて行かないで」

「あの人？」

　莉緒は孝士郎の身体をぎゅっと抱きしめる。自分からこんなに抱きついたのはきっと約六年ぶりだ。

「莉緒、どうした？」

　莉緒の腕をほどき、振り返った孝士郎は莉緒の頬を包み自分のほうへ向ける。嫌でも見つめ合う体勢だ。孝士郎の顔を見ていると視界が歪んでいく。

「泣いてんのか？」

　心配そうにのぞき込む孝士郎の顔を見ていたらどんどん涙が溢れ、気持ちも溢れてしまう。

「……孝くん、好き」

　躊躇なくそう呟いていた。

　あれだけ言えなかった言葉がすんなり口から出てしまった。

「……いきなりどうした？」

　彼の表情からは戸惑いが見える。今さら言ってもしょうがないことを伝えてしまった。莉緒は我に返り、孝士郎から身体を離す。

「ごめん、忘れて」

　足早に立ち去ろうとすると、腕を掴まれる。

「待って」

　振り返ると険しい表情の孝士郎が莉緒を見つめていた。怒っているようにも見える表情にたじろぐ。感情に任せて安易なことをしてしまった。

「それ、どうしてあの時言わなかった？」

　責めるような口調に莉緒はまた泣きたくなった。

「……嘘をついてたから」

「嘘？」

「私に忘れられない人がいるって」

「……嘘だったのか？」

　莉緒はこくりと頷いた。ここまで来たらもうすべて吐き出すしかない。

「孝くんは私をセフレにしようとしてるんだって思ってたから、離れる理由が欲しかったの。ごめんなさい」

「……そうか」

　孝士郎は突然の告白についていけないのか、ぼーっとしている。莉緒は正直に話していると気持ちが高ぶり、とまらなくなっていた。

「でも、全部が嘘なんじゃないの」

「どういうことだ？」

「忘れられない人は、孝くんのことだから」

　孝士郎の目をじっと見ながら伝えるけれど、彼はまだ把握できていないみたいだった。

「待って。混乱してきた」

　頭を手で押さえて考え込む素振りを見せる。

「振られてもなかなか諦められなくて、長い間引きずってたよ。他に彼氏ができても孝くんほど好きになれなかった。でも、セフレにはなれないと思ったから忘れられない人がいるって言って線を引きたかったの」

　ぱちぱちと瞬きをして孝士郎は莉緒を見ていた。

　ようやく事情がわかってきたのか、「ああ」と呟いた。

「……呆れた」

　その言葉に莉緒は嫌な予感がする。

　今さら何言ってるんだとか、嘘をついてバカみたいだとか、言われることは覚悟していた。でも孝士郎は莉緒を責めるのではなく自分の顔を覆い隠した。

「俺は架空の男……ていうか俺に嫉妬してたってことか、恥ずかしい」

「え」

「さっさと言ってくれればよかったのに」

　恥ずかしがっているのか、顔が見えないからわからない。でも怒っているわけではないようでほっとした。

　しばらくして手を離した孝士郎の、ほんのり赤くなっている双眸が莉緒を見つめる。

「つまりは、俺のことが好きだっていうことでいいんだよな？」

「……はい」

　莉緒は素直に頷いた。頷いたというよりはうつむいたというほうが正しいかもしれない。

「わかった」

　孝士郎は頷くと莉緒の手を取り握った。その手の熱さに鼓動が跳ねる。これは受け入れてくれたのかはっきりわからなくて不安もある。

「ごめん、ちょっと電話だけさせて」

　莉緒が返事をする前に、孝士郎は莉緒の手を握っている逆の手でスマホを操作した。

「すみません今日の飲み会不参加でお願いします。はい、古賀さんまとめていただけますか？　すみません」

　数秒で切り、「行こ」と莉緒の手を引く。飲み会よりも莉緒を選んでくれたのだとわかった。

「……飲み会いいの？」

「もちろん。莉緒のほうが大事だから」

　孝士郎は笑顔で応えてくれたのはうれしい。でもまだ引っかかっていることがある。

「……受付嬢の彼女と食事じゃなかったの？」

「彼女？」

「付き合ってるって噂になってた」

　聞くのも勇気がいった。でも今は強く握っているこの手を信じたい。

「あー……」

「心当たりあるんだね」

「あとで話す。それより今ははやく二人きりになりたい」

　孝士郎は莉緒の手を強く引っ張り、オフィスビルを出るとすぐにタクシーを捕まえた。乗っている間もずっと手は握られていた。






05．何時間でも抱き合って








　連れてこられたのは孝士郎のマンションだった。ここに入るのは孝士郎が風邪だと嘘を吐いた日以来だ。あの日孝士郎から告白をされたけれど、少し苦い思い出になっている。

「……お邪魔します」

「莉緒」

　玄関で靴を脱ぐなり抱きしめられた。思い切り強く抱きしめられ、身体が軋む。

「……孝くん」

「もう諦めてた」

　ぽつりと呟く。その声があまりに弱弱しくて、先ほどまでの彼とは別人みたいだった。

「でも諦められないから次はどうやって攻めようか考えてた」

「……えっ」

　腕の力がゆるんだので顔を上げると、孝士郎は笑っていた。

「だから、莉緒のほうから来てくれてよかったよ」

　孝士郎はそのまま莉緒の額にキスをする。それから目尻や鼻の頭、頬にキスをして、ゆっくりと唇へ向かった。

「んっ……」

　熱い唇が重なる。久しぶりの孝士郎のキスはひどく情熱的で、莉緒はすぐに何も考えられなくなる。唇を開き彼の舌を迎え入れる。ぬるりとした感触に背筋が震えた。気持ちがよくて孝士郎の背中に手を回した。このまま甘いキスに酔いしれていたい。

　でも何かがずっと頭の中に過る。

　莉緒はパチリと瞼を開き、孝士郎の身体を押し返す。

「……あ、ま、待って」

「まだなにか？」

　孝士郎はじれったいと言わんばかりの表情だ。でも莉緒にはまだ引っかかってることがある。

「受付嬢の彼女のこと教えて」

「……ああ忘れてた。受付嬢たちと営業部での合コンの幹事を頼まれたんだよ。古賀さんも参加者にいるからあそこでは話しづらかった」

「古賀くんも!?」

　驚きのあまり声を上げる。彼は長年の彼女がいると最近話をしたばかりだ。

「彼女と別れたらしいから慰めるために企画したんだ。ってそれはいいとして、まあ実際受付の子からはアプローチ的なのは感じてる。やたらとくっついてくるし噂になってるのもわかるくらいだ」

　いつの間に古賀とそんなに仲良くなっていたのか。

　それにも驚くが、受付嬢からのアプローチについてもすごく気になる。モテる人だとは思っていたけれど、莉緒の知らないところでいろんな女性が狙っているのだと思ったら、莉緒が再び振られるのだっておかしくはなかった。うじうじしている余裕なんてなかったのだと思い知らされる。

「でも幹事だから冷たくできないし困ってた。で、今日がその日」

「えっ、幹事がいなくていいの？」

「ああ。古賀さんにお願いした」

「……なんかごめん」

　約束を破らせてしまったことは罪悪感がある。でもほっとしているのも事実だった。

「受付の子がいるからちょっと憂鬱だったんだ。助かったよ。それにおかげで莉緒の気持ちが聞けたからな」

　確かに孝士郎が飲み会に行くと言わなければ、莉緒は追いかけられなかったかもしれない。

「それに、彼女には告白の邪魔をされたしちょっと根に持ってた」

「……あ、やっぱりマンションに来たのって」

「受付の子。住所を教えた覚えはないんだけどな」

　孝士郎が困ったように笑う。

　莉緒の記憶の点が繋がる。あの日孝士郎のマンションに来ていた女性は、受付嬢だったんだ。一気に頭がすっきりする。

「で、他に気になることは？」

　まるで子どもに聞いているような優しい口調。視線も優しい。

「……ないです」

「じゃあ続きだな」

　にこりと微笑んだ孝士郎に腰を引き寄せられ、すぐに唇を塞がれる。

「えっ……んんぅ」

　唇をぺろりと舐められ、甘くも激しく求められるキスだった。咥内に入ってきた舌が莉緒の舌を絡め取る。ぬるりとした感触に背筋が震え、気持ち良さに眩暈がした。咥内で縦横無尽に動くいやらしい舌。溢れた唾液すらも彼に舐め取られ、淫らなキスに身体は熱を持つ。

　舌が離れていくと今度は唇にキスの嵐だ。呼吸をする隙もないほど繰り返されるキスに、息が荒くなる。身体の奥のほうが疼き、キスだけで蜜を溢れさせている自覚があった。

「も……だめぇ……」

　とろけるようなキスに思考はぼやけて、身体に力が入らない。孝士郎の胸になだれ込んでしまった。

　孝士郎の熱い身体に抱きしめられる。

「なら、ベッド行こ」

　耳元で、甘い声で囁かれて腰が抜けるかと思った。

　

　孝士郎の部屋は薄暗く、表情までははっきりわからない。

　部屋に入るなりベッドまで誘導され、気づいたら押し倒されていた。今までとは違う雰囲気に戸惑ってしまう。

「……なんか俺緊張してる」

「嘘だ」

　孝士郎が莉緒相手に緊張しているところなんて見たことがない。焦ったり慌てたりすることはあれど、緊張なんて莉緒だけがするものだと思っていた。

「本当だよ」

「いつも余裕あるくせに」

　莉緒ばかりが振り回されて不公平だとも、たびたび思っていた。でも好きになったのも告白をしたのも莉緒のほうからなので何も言えない。

「ないよ。お前のことに関しては」

　孝士郎は自嘲気味に笑い、莉緒の顔にキスを落としていく。その合間も器用に莉緒の服を脱がしてしまう。

「んっ、ん」

「いつからか、きっと俺のほうが余裕なかった」

　キスの合間にぼそりと言うので対抗しようかと思っていたら、唇を塞がれ何も言えなくなってしまう。

「あ……」

　キスに夢中になっていたらいつの間にか下着姿になっていて、彼の経験豊富さに嫉妬した。莉緒と別れてからもきっとこういう行為はあったはずだ。莉緒も同じことだけれど、人のこととなるとなんだかもやもやする。

「なんで睨むんだよ」

「……慣れてるなあと思って」

「言っとくけど、別れてから恋人ができた数は莉緒のほうが多いからな？」

　今度は孝士郎のほうが莉緒を睨む。

「……うそつき」

「本当だって。俺がどれだけ悔しかったか」

「振ったのは孝くんだし」

「わかってるよ。だからこそ悔しかった。俺が不甲斐ないせいで他の男にとられて」

　孝士郎の口から聞かされる過去の後悔は、当時まったく考えていなかったことばかりだった。それほど莉緒は自分のことばかりで子どもだった。彼を責めて自分は被害者だと思い込んでいた節もある。本当は孝士郎は莉緒のことを想って離れる決断をしたんだと思うと、彼は大人ゆえに苦しんでいたのだと思った。

「……私も、孝くんがどれだけ大変だったか理解してなくてワガママばかりでごめんなさい」

「いいよ。莉緒のワガママ可愛かったし」

　莉緒の額にキスが落とされる。

「もう絶対離さないからな」

「うん。私も」

　笑い合って唇を寄せ合った。優しくふれるだけのキスをしていたつもりが、次第に深くなっていく。咥内に入ってきた分厚い舌が莉緒の咥内を舐り、じゅっと舌を吸う。

　ようやくキスが止むと、お互いの舌を銀色の糸が繋いでいた。孝士郎の指が莉緒の唇を拭う。

「は、ぁ……」

　息を乱している莉緒の頬を、熱い手が撫でた。瞼を開くと莉緒をじっと見つめる双眸があった。

「莉緒、好きだよ」

「……私も、好き……」

　もう嘘を吐いたり誤魔化さなくていい。莉緒も気持ちを伝えると、彼は満足そうに微笑んだ。

「んっ……」

　孝士郎の手が、下着の上から胸にふれた。その手が背中に回り、ブラジャーのホックを外してしまう。そのまま肩から引き抜かれ、孝士郎の手が剥き出しの胸にふれる。柔らかさを確かめるように揉みしだき、甘い疼きに腰が揺れる。

　先端の部分を指の腹でこすられるとぷくりと主張をする乳首は敏感になる。けれど、それ以降は反応している乳首にはふれてくれず、その周囲ばかりを撫でている。辱めを受けている気分だ。でも自分からさわってほしいとも言いづらい。

　ただ焦らされて悶えている。気持ちがいいのにほしい快感はやってこない。それが苦しくて息が乱れる。

「や、ぁ……」

「どうした？」

　その顔を見てわざとなのだとはっきりわかった。

　それなら余計に聞かれても答えたくなくて、首を横に振る。緊張していると言ったくせにやっぱり余裕があるところが悔しい。莉緒が悶えている間にも孝士郎は胸のふくらみにキスを落としていく。それも、先端には一切ふれない。まわりにばかりキスをして、中心はぴくぴくと震えるばかりだ。時折、孝士郎の吐息がかかりびくんと腰が揺れる。それほど乳首が敏感になっていて、今の状態を自分の目で見るのが怖いほどだ。

　限界におかしくなってしまいそうで、莉緒は恐る恐る口を開いた。

「……さわ、って」

「どこを？」

「……っ」

　そこまではさすがに言えず、言葉に詰まる。莉緒は涙の滲んだ瞳で孝士郎を睨んだ。

「しかたないな」

　孝士郎はうれしそうに口角を上げ、指が莉緒の乳首をきゅっと摘んだ。

「あっ！」

　思わず声が上がっていた。

　焦らされ続けていたからかその刺激は強く、それだけで達してしまいそうなほどだった。今度は孝士郎は莉緒に刺激を与え続ける。

「や、ぁ、んんっ！」

　片側の乳首を指でこりこりと弄りながら、もう片側は舌先がふれ、舐られる。今までにない強い刺激に莉緒は嬌声を上げ、太腿をこすり合わせる。

「……気持ちいい？」

「ん、気持ち、いい……」

　目をつむり、反射的に答えていた。

「可愛い、莉緒」

「んっ、あ、あぅ」

　じゅ、と音を立てながら乳首を丹念に舐められる。唇で挟まれ吸われて身体は勝手に反応する。舌で転がしたり吸ったり様々な種類の刺激が与えられ、莉緒は悶えながらもうっとりととろける。

「……すごい濡れてんじゃん」

　いつの間にか孝士郎の手が莉緒の下腹部に伸びていて、ショーツの上から秘部にふれた。もうショーツは自分でわかるほど濡れていたので言われなくてもわかっていた。

「い、言わないでよ」

「そんなに気持ちよかった？」

　莉緒の反応を楽しんでいるかのように聞いてくる。

「……意地悪」

「うん。莉緒が可愛いから虐めたくなる」

「あっ……」

　ショーツを脱がされ、孝士郎の指が中に入ってくる。彼の言うとおりその場所は蜜で溢れているので簡単に飲み込んでしまった。痛みなどなく、あるのはただ内壁をこすられる気持ちよさだけだ。甘い吐息を吐くと孝士郎は莉緒の唇に唇を重ねた。その間も中に入っている孝士郎の指は出し入れを繰り返している。

「んっ……」

「ここ、気持ちよさそうだ。はやく入りたい」

　孝士郎が莉緒の耳元で囁き、ぞくりと背筋が震えた。彼が中に入ってくる光景が浮かんでしまい蜜が溢れる。

「莉緒」

「……え？」

　でも彼は起き上がり、莉緒を引っ張った。自然と身体が浮きベッドの上に座る。孝士郎はベルトを外し、前をくつろがせる。隙間から見えたボクサーパンツが膨らんでいた。

「俺の、舐めてくれる？」

　孝士郎がめずらしいことを言うので一瞬固まってしまった。

「昔は苦手だったよな」

　莉緒はこくりと頷いた。

　六年前も同じように孝士郎に「舐めて」と言われて、挑戦したことがあった。けれど舐める前に、彼の性器を目の前にしているだけでだめだった。生き物のように脈打つそれが怖くて、さわることもできなかった。それ以来孝士郎は要望を口にすることはなかった。再会しても何も言われなかったので、莉緒自身忘れていたことだ。

「あれから、他のやつにした？」

　首を横に振る。孝士郎が最初で最後だ。他の人と付き合った時にもしてほしいと言われたことはあったけれど、断っていた。

　あれだけ苦手だった行為だけれど、なんとなくできる気がした。興奮している、というのもあるけれど孝士郎のすべてが愛おしくてたまらない。

「……今なら、できるかも」

「じゃあ、舐めて」

　孝士郎は熱のこもった真剣な視線を莉緒に向ける。莉緒は小さく頷き、彼の下腹部に顔を埋める。すでに勃ち上がったそれは凶器的で少し戸惑う。でも昔のように怖くはなかった。むしろ彼の欲望を目の前にして強い興味を示している自分がいた。舐めたことはもちろん無く、さわったこともほとんどない。なのに莉緒は、そそられるまま屹立に手を伸ばしていた。

「っ……」

　それにふれると孝士郎がぴくりと反応をする。

「……こうすればいい？」

　莉緒が欲望を握ってみると、彼はこくりと頷いた。だめではないのだとわかると莉緒は手を上下に動かす。本能だろうか。一度もしたことがないはずなのに莉緒の身体は勝手に動く。こすっているだけで欲望はさらに硬くなり、勃ち上がる。まだ大きくなるのかと内心驚いていた。莉緒はごくりと喉を鳴らす。

　孝士郎の要望は、手でさわっているだけではない。莉緒も、それだけでは満足していない。

　莉緒は高く反り立った熱に唇を寄せ、ぺろりと舌で舐めてみた。

　なんだか不思議な味がするけれど、嫌じゃない。もう一度舐めてみると孝士郎が熱い息を吐き出した。

「……平気か？」

「……うん」

　思ったよりも平気だった。それよりも興奮して莉緒の中が疼く。いつもこの欲望が莉緒の中を行き来しているのだと思うと熱くなっている身体がさらにカッと熱を持つ。克服できた喜びもあり、莉緒は夢中でそれに舌を這わせる。先端から粘液がじわりと出てきてそれも舐め取ってしまう。

「ン……」

「っ……う」

　孝士郎の声が漏れ、頭を離して彼を見上げた。

「い、痛い？」

「……いや。続けて」

　彼の手が莉緒の頭を撫でる。誘導されるように再び彼の熱まで口元を引き寄せられ、素直に口を開き舌を出す。熱を手で上下に動かしながら、先ほどと同じく先端を舐め続ける。屹立は濡れ始めていて手を動かすといやらしい粘着質な音が聞こえ始める。いつもはされていることを孝士郎にしていると思うと腰がもじもじと揺れてしまう。

「……っ、もういいよ」

　頭をぐいと離され彼の熱から引き剥がされた。

「気持ちよくなかった？」

　莉緒が悲しげにそう聞くと、孝士郎は目をそらした。

「……いや。気持ちよすぎて良かった。ありがとな」

「きゃっ」

　ベッドに押し倒され足を開かされる。濡れそぼっている秘部が丸見えになってしまう。恥ずかしがる隙もなく、彼のそそり立つものが視界に入った。莉緒に見せつけるようにゴムを着ける。目をそらしたいのにあまりに扇情的で見入ってしまった。

「あっ」

　先ほどまで莉緒が舐めていた熱く硬いものが莉緒の蜜口をこする。避妊具越しでもその熱さが伝わってくる。

「挿れるよ」

　孝士郎も興奮しているのか、息が荒い。やわらかくなった蜜口を開いて彼の熱が入ってくる。いつもよりも太く硬く感じるそれは莉緒の中をきついほどいっぱいにするのに、苦しくない。莉緒の身体は外側も内側も熟れている。

「うわ、すげ」

　すべてを中に収め孝士郎が低く呻く。余裕の無さは顔を見るだけでわかる。

「中、すごい濡れてて気持ちいい」

「……ン……」

　私も、という言葉を口にすることができないほど、大きな快感に飲まれてしまっている。あまりの気持ちよさに

「やば……」

　孝士郎は息を吐き出し、すぐに腰を揺さぶり始める。

「んっ、あ！　……んぅっ」

　激しい律動に胸が揺れる。孝士郎の手が伸びてきて乳房を包む。彼の手の中で形を変え、つんと勃ち上がった乳首を指で転がされる。

「あっ！　やぁっ！」

　刺激が多すぎて莉緒は嬌声を上げることしかできない。時間が経つにつれて蜜が溢れ、二人の繋がりを濡らす。彼の動きがスムーズになるにつれ、激しくなる。

「……ハ……こっち、来て」

「え、ひゃっ」

　繋がったまま孝士郎に腰を抱えられ、彼の膝に座る体勢になってしまう。中に埋まっている熱が奥のほうまで届いてしまい、息を詰める。

「あっ……深い……っ」

　不安定な体勢と強い刺激に、莉緒は孝士郎にしがみついた。

「うん。莉緒の奥、届いてる」

　耳元で孝士郎の声がして息が耳にかかりぞくりとする。なのにしがみつくことをやめられない。

「あ、待っ……孝くんっ」

　孝士郎に腰を掴まれて上下に揺さぶられると、最奥をトントンと突かれる。眩暈がする快感に限界がすぐ近くにやってくる。

「無理。気持ち良すぎてとまんない」

「あっ、あ、んっ！」

　待ってくれるどころかさらに激しくなる突き上げに声が止まらない。ぐちゅぐちゅと繋がっている場所から水音が響き、耳元では孝士郎の甘い吐息だ。同じように莉緒の嬌声も孝士郎の耳元で響いているはずだ。

　がつがつと獣のように激しく突き上げられ最奥を貫かれると、絶頂がすぐそこにきていた。

「……あっ、いっちゃう、孝くんっ」

「ん。……俺も」

　顔をあげると熱い目と視線が絡む。引き寄せられるように唇を重ねていた。

「んっ、ん」

　揺さぶられているのでキスをしていても声が洩れる。お互いがお互いを深く求め、貪るようなキスをした。せり上がってくる快感に莉緒は一気に弾ける。

「――ッ！」

　ぎゅっと抱きしめ合ったまま、同時にびくんと大きく震えた。

「……は、ぁ……ん」

「……っ、ハ……」

　しばらく動けずに、二人は抱きしめ合ったまま荒い呼吸を繰り返していた。

　

　身体を拭いてベッドに横たわり、孝士郎に抱きしめられたまま眠れずにいた。孝士郎も眠れないみたいで、時折もぞもぞと動く。

「莉緒、ごめんな」

「……なにが？」

「六年前のこと」

　莉緒は孝士郎を見ながら瞬きをする。

「……大丈夫。私のためを思ったんでしょう？　孝くんも大変だったんだって知れてよかったよ」

「大人になったな」

　その顔は昔の莉緒を見るような目だった。優しくてドキッとするのに、当時はほんの少し悲しかった。

「子ども扱いしないでよっ！」

　昔のように莉緒が言い返すと二人で笑った。あの頃は気になって落ち込んだりしていたことも、今なら笑うことができる。

　一度目の別れはきっと、無駄ではなかった。

「子ども扱いなんてしてないよ」

　くるりと身体を起こし、孝士郎は莉緒に覆い被さる。

　軽くふれるキスを何回かしているうちに、先ほどの行為を思い出して身体が火照ってくる。しかも、覆い被さってくる孝士郎の身体の一部が硬くなっていて莉緒のお腹にぐりぐりと押しつけられる。でももう莉緒の身体が絶頂に疲れ切ってしまっていることを知っているはずだ。まさか、と思いながらキスの間で莉緒は孝士郎に確認する。

「……またするなんて言わないよね？」

「んー？　全然足りない」

　孝士郎がにっこりと微笑む。嫌な予感は的中したみたいだ。

「離れてた分も、いやって言うほど愛するから」

　その笑い方は変わらない。そんな顔をして言われたらもう限界だから、とは言えなかった。

　六年越しに結ばれた二人はその年月を埋めるように、何度も深く愛し合った。






あとがき








　濃蜜ラブルージュ様では初めまして、春はる密みつまつりと申します。

　あとがきというものが苦手なのですが、少しばかりお付き合いいただけますと幸いです。

　今回、元カレとの再会ものを書かせていただきました。一度目の失敗を挽回しようと考えていながらもヒロインの変化に我慢できず、ヒロインも自分の気持ちを誤魔化して、すれ違い続け…という感じになりました。成長したはずのヒーローもヒロインのことに関しては冷静を保てない部分が伝わっていたらうれしいです。

　今作にかかわらず、ヒロインのこととなると余裕のないヒーローが好きです。特に、嫉妬はおいしいですよね！幼稚にならないようには気をつけるのですが、今回のヒーローはいつも以上に嫉妬感があった気がします。

　さらに嫉妬からのえっちシーンも好きです。

　濃蜜ラブルージュ様は表紙イラストからえっちシーンが濃厚というイメージがあったので、いつもよりも濃厚さを意識しました。少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。

　なにより、楽しく書かせていただきました。ありがとうございました！

　艶やかで素敵なイラストを描いてくださった千ち影かげ透とお子こ先生、細かくチェックしていただいた担当様、お世話になりありがとうございました。

　そして、最後までお読み下さった皆様、誠にありがとうございました。またどこかでお会いできたら幸いです。






春密まつり










【著者紹介】

主に現代もののＴＬ小説を書いています。

両片思いが大好きです。






濃蜜ラブルージュ

二に度ど目めの恋こいは蜜みつ愛あい

～再さい会かいした肉食御曹司にくしょくおんぞうしに翻ほん弄ろうされる～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。







[image: ]







[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		01.再会



		02.後悔の朝



		03.戸惑いと葛藤と



		04.告白



		05.何時間でも抱き合って













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
“EHOBIREE
~HALRAEHERICHFEINS ~

EB%0U






item/image/ad01.jpg
{7205

Lm@.%CE@% \
W%%hﬁa7

S
2R 1@ HE A

mﬁ&é.ﬂwf L.*a*q,? (Aﬁ

.

ML&%






item/image/ad02.jpg
N5 i
Iz %ﬂ _0@):‘“ g&hﬁ i
’ﬁfg 95 ?%s;ffr;a
yw

4
y

¥

et |
FhemEl |

(I AU A

Q






